


は じ め に

　博物館は様々な資料を分かりやすく展示し、多くの人々に見ていただくことを大きな使命とし

ています。同時に、来館者の知的文化的な好奇心を充実させる、地域の中軸施設であることも求

められています。近年博物館を訪れる来館者のニーズは多様化し、利用者はそれぞれが様々な目

的を持って来館します。このような来館者の要求に、より高い満足度をもってこたえていくため、

当館では今年度もいろいろな博物館事業を実施してまいりました。

　博物館の教育普及活動は、首里の博物館時代から取組んできた活動を発展させながら、新館な

らではの事業を取り込むことを基本にして推進してきました。学校連携事業では、学校団体支援

体制の強化を推進し、学校団体受入の充実を図るため、対応するボランティア向け研修を行うな

どサービスの向上を図ってきました。また、今年度「出前授業等」実施要項を作成し、学芸員と

教師が連携した授業を実施することができました。

　文化講座及び展示会関連講座は「アメリカ軍基地と沖縄経済－歴史のなかで考える－」を皮切

りに全12回実施し、県民の皆様に多くの参加をいただき好評を得ることができました。その他に

も、「カエルの解剖と骨格標本作り」をはじめとする２種の体験学習教室の開催と、常設展展示解

説会12回、学芸員講座とバックヤードツアーをそれぞれ12回、夏休み企画として「博物館学芸員

教室」を全９教室、開催してまいりました。

　当博物館としては、学校連携事業、文化講座、体験学習教室等に参加された皆様をとおして、

沖縄の自然や歴史及び文化に触れ親しむ、知的文化的な好奇心の輪が広がることを願っておりま

す。そして、新しい時代に対応した、規模、目的、事業等をより広く、より深く、より大きく展

開させ、県民と共に知的財産を創造していく博物館をめざしていきたいと考えております。

　本年度の博物館教育普及事業の実施にあたり、ご講演、ご指導いただきました講師の方々をは

じめ、ご協力いただきました博物館ボランティアの皆様、ならびに関係者各位に厚くお礼を申し

上げます。

　　　平成26年３月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

沖縄県立博物館・美術館　　

館長　安里　進　　
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Ⅰ  博物館活動について 
 

１  はじめに 

 
博物館は、調査研究、展示、教育普及、保存管理の四つを館活動の車輪としています。それら車輪

を機能させるために館は次の４つのスタンスに基づいた活動を構築していきます。 

 

・琉球王国時代の文化(王朝文化)を体系化し、現在につなげる視点からの活動。 

・人類学に代表されるような、沖縄の特性を生かし、沖縄の優位性を発信する調査研究の推進。 

・沖縄の自然、歴史、文化の独自性を発信。 

・博物館が動き、観覧者が動く博物館活動の展開。 

 

 
２  博物館活動(四つの車輪) 
 

◎調査活動 

沖縄に関する資料や関連資料は、本県の海洋性・島嶼性の地理的要因により日本や中国、東南ア

ジア諸国までその範囲を広げています。そこで本県の豊かな自然や独自の歴史・文化に関する資料

を自然史、人類、考古、歴史、美術工芸、民俗の６分野で探求し、体系的に調査研究し、資料の充

実を図ります。 

また、各研究機関や大学と共同で調査研究を行い、沖縄が持つ特性や優位性を発揮できるよう努

めます。 

 

◎展示活動 

展示は資料を公開することですが、その資料が持っている背景や意味も重要になります。学芸員

の展示活動は、この資料が持つ意味をできるだけ詳細に分析し、得られた成果を展示等に活かすこ

とです。 

展示の形は、郷土を紹介する基本的な展示である常設展、ある特定のテーマで開催される特別

展・企画展、そして各島々で開催される移動展は、島嶼県である本県の特徴的な展示活動です。 

 

◎教育普及活動 

博物館が持つ知的財産を一般に提供する手段として普及活動があります。学校などの教育機関や

関連施設と連携協力を行うネットワーク化を推進し、教育的配慮のもと様々な方法をもって県民共

有の財産としていきます。また、博物館活動を活性化するためには、県民の積極的な参画が必要で

す。そのため「友の会」と連携したボランティア活動を推進していきます。 

博物館では、県内の文化講座で草分け的存在である「博物館文化講座」や「体験学習教室」等を

実施、遊びながら学べる「ふれあい体験室」も普及事業を担っています。 

 

◎保存管理 

博物館資料は、産地、用途、製作年、材質、大きさ等の違いにより、その種類は多岐に渉って 

います。これら博物館資料は、材質別・性質別に区分され、適切な温度・湿度や虫害などの対 

応ができるような環境で保存・管理され良好な状態で次世代へ引き継ぎます。また、資料の管 

理状況が把握できるようなデータベース化を進めています。 

 

 
３  博物館の機能 
 

博物館はその名の通り、様々な資料を収蔵している施設です。資料は収蔵されるだけでなく、でき

るだけ長くきれいな状態を維持するために整理・保存していきます。しかし、保管しているだけでは

なく、調査研究により、いつ・だれが・どこで・なんのためにつくったかを解明し、皆様へ紹介して

いきます。資料は、展示や講座、論文、インターネットなどにいろいろな媒体を通して、県民の知的
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財産として蓄積されていきます。 

いつでも誰でもが利用できるようにするために、博物館にはいろいろな機能があります。 

 

◎資料を保存する収蔵庫 

博物館には、自然史・化石・特別（歴史・美工・民俗）・考古陶磁器・民俗・大型収蔵庫が設置

され、それぞれの収蔵庫で、温度や湿度そして害虫などから資料を保護します。 

 

◎資料を公開する展示室 

博物館には、総合展示室・部門展示室・屋外展示・ふれあい体験室が配され、常設の展示を行っ

ており、特別・企画展示室では、期間を限定して沖縄をはじめ、国内外の自然・歴史・文化に関

する展示会が開催されます。 
 

◎学習する場としての展示室、講座室 

博物館は、「沖縄」について知り、そして将来の沖縄像を考える場所です。郷土学習に利用でき

る資料が分かりやすく展示されています。また、講演や体験をとおした学習を行う講座室等があ

ります。 

 

◎資料を研究する学芸員研究室 

博物館資料に関するあらゆる調査・研究は、この学芸員研究室を中心に行われます。７分野の

学芸員が共同で、様々なテーマに取り組みます。ここで蓄積された研究成果は、研究資料室や情

報センターに保管され、展示会や講演会などで公開されます。 

 

◎博物館を管理する諸室 

博物館の電気、空調施設などを管理するための機械室や、館を運営している職員が事務を行う

ための部屋があります。 

 
４  博物館の施設 
 

(1) 常設展示 

常設展示のメインテーマは、「海と島に生きる-豊かさ、美しさ、平和を求めて-」です。沖縄は、

立地・環境的に「海洋性」と「島嶼性」という特性を持ち、そこに住む人々は絶えず「豊かさ」と

「平穏」を求め続けてきた歴史があります。その風土、自然のなかで育んできた歴史、文化を人類

史・自然史の流れの中で位置付け、普遍的に海と島に生きていくことをメインテーマとしています。 

その展示構成は、沖縄の歴史を時間で追いながら自由動線で観覧することのできる「総合展示」

と自然史・考古・美術工芸・歴史・民俗の５つの「部門展示」に分かれます。 

 

総合展示は、次の 10 のテーマによって、琉球列島の生い立ちから現代までの約 2万年に亘る沖縄

の歴史をたどります。中国や日本の文化を取り入れながら、独特の文化を創造してきた琉球王国の

時代、王国解体後の近代化する沖縄、現在の沖縄までを紹介します。 

「ニライカナイの彼方から」「シマの自然とくらし」「海で結ばれた人々」「貝塚のムラから琉球王

国へ」「王国の繁栄」「薩摩侵攻と琉球王国」「王国の衰亡」「沖縄の近代」「戦後の沖縄」「沖縄の今、

そして未来へ」の順に展示を観ることができます。中央に配した「シマの自然とくらし」のエリア

では、沖縄の「海洋性」「島嶼性」を大型地形模型によって実感することができます。また、情報端

末機で島ごとに異なる表情を持った自然やくらしなどを調べることができます。 

 

部門展示は、総合展示を取り巻く展示です。自然史・考古・美術工芸・歴史・民俗の５つの部門

展示室では、収蔵資料を活用しながら、各分野のテーマをより深め、展示替えの頻度を高める展示

を目指します。 

 

自然史部門展示 

「生物が語る沖縄２億年」をテーマに。島の成り立ちや、島々で独特の進化をとげた生き物の世

界を展示します。自然観察コーナーでは、顕微鏡で化石や昆虫、岩石の破片、植物標本などを見る

ことができます。 
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考古部門展示 

「沖縄考古学の世界」と題し、沖縄考古学のこれまでの成果と課題を示しながら、「沖縄考古学」

を体系的に学び、古の人々の生活を追体験することができます。 

 

美術工芸部門展示 

美術工芸部門展示では、「琉球の美」を求めます。琉球王国時代、それ以降の染織品、焼物、漆芸

品などの工芸品や絵画、彫刻、書跡などの逸品をゆったり鑑賞することができます。1年に数回テー

マを変え、様々な美術工芸の世界を通し、「琉球の美」を追求します。 

 
歴史部門展示 

「モノから読む沖縄の歴史」とし、歴史の中で産出された様々な「モノ」資料を通して、その資

料のもつ時代的な意味を解き明かしていきます。展示室内の一角では「那覇港」をテーマに、近世

に製作された屏風絵の世界から、そこで暮らした人々の息づかい、ひいては歴史的、文化的意味を

紐解いていきます。 

 
民俗部門展示 

民俗部門展示は「沖縄の伝統とくらし」です。民俗の宝庫といわれる沖縄の様々な生活シーンの

中で創造されてきた民具や信仰などを通して、戦前から伝わる沖縄の民俗世界を追体験することが

できます。また、現代に息づく民俗の変容した姿を紹介します。 

 
(2) 屋外展示 

 

高倉 

高倉は、穀物を貯蔵する倉庫です。床を上げて風通しを良くし、湿気やネズミの害を防ぐ工夫が

なされています。構造の違いにより、沖縄式と奄美式に分かれます。この高倉は、昭和初期に建て

られたものを、1976 年に奄美から移築しました。 

 
民家 

沖縄の伝統的な民家は、高温多湿の気候風土に適した構造をしています。門扉が無く、母屋も雨

戸を全開にして風を通します。また、母屋の正面にあるヒンプン（中垣）は、外部への目隠しとな

ります。この建物は、資料としてのみならず、講座や多種イベントの際にも会場の一部として活用

されており、平時も靴を脱いでいただいての内覧も可能となっています。 

 

湧田窯 

湧田窯は 17 世紀頃の窯跡で、平窯の構造が特徴です。主に、屋根瓦を焼いた窯です。琉球・沖

縄の焼き物の歴史を考える上で貴重な資料です。 

 
(3) ふれあい体験室 

博物館常設展示室の手前にある「ふれあい体験室」には、27 種類の体験キットが準備されていま

す。これらは展示と関連しており、展示資料を深く理解できるように工夫されています。キットは、

パズルのように組み立てるものなど、操作することによって、より理解が深まる仕組みとなってお

り、体験することで五感を通して沖縄の「自然のしくみ」や「先人の知恵」にふれることができま

す。 

（詳細については「Ⅸ ふれあい体験室」を参照） 

 
(4) 情報センター 

情報センターは博物館・美術館の共用施設として、閲覧・検索用の座席を 38 席設けた情報提供

のための部屋です。博物館の収蔵資料の検索や、DVD やビデオの視聴ができます。また、沖縄の自

然、歴史、文化、美術等に関する専門図書、地方出版図書も配架され、来館者の調べ学習に対応で

きます。 
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(5) 講堂・講座室等 
 

講堂 

講演会、シンポジウム、映画上演などを行うことができます。212 席(車いす 2 人含む)を収容す

ることができます。 

 
講座室 

100 名規模の講演会や会議などを開催できます。机、椅子を撤去すると、小学生 150 名程度の集

会が可能です。 

 
実習室 

体験学習や実技講習会などを開催できます。40 名程度の収容が可能です。 

 
(6) 救護室 

来館中における、軽度の気分不良の際には、休憩をとることが可能です。（ベット数１台） 

 

 
(7) 駐車場 

一般車両 140 台（身障者用４台含）、バス 10 台が駐車可能です。 

特別支援学校などの大型車両を横付けできるように、庇付きの玄関を用意してあります。 

また、盲導犬のトイレを駐車場側と公園側に整備してあります。 

 

(8) コインロッカー 

百円コインが返還される、無料のロッカーが204本準備されています。大きな荷物を持参の際は、

他の観覧者に迷惑にならないよう、お手荷物を預けてからの入館をお願いします。 

 
(9) バリアフリー 

博物館・美術館は、不特定多数の人々が利用するため、誰でも安全に利用しやすい施設にする必

要があることから、以下のような整備を行っています。 

 
・観覧者が利用するトイレには、車イス使用者や乳児連れ、オストメイトに対応した機能を設けて

います。 

・講堂や講座室に磁気誘導ループを設置して難聴者をサポートしています。 

・館入口に音声誘導装置を設置して視覚障害者をサポートしています。 

・車イスや使用者駐車スペースには、雨天時の乗降に考慮して雨よけを設置しています。 

・道路や公園からの主な敷地通路に誘導ブロックを設け、総合案内まで連続して敷設しています。 

・高齢者や体の弱い人がゆっくり観賞できるように、展示室内に休憩室や椅子を準備しています。 

・案内表示は日本語と英語の 2ヶ国語表示としています。 

 
(10) 環境への配慮 

太陽光発電システムの導入 

環境負担の低減と電気量の節約を図るため、10ｋｗ程度の太陽光発電装置を設置しています。 
 

雨水及び再生水の有効利用 

地下に雨水タンクを設けて、トイレ洗浄水や灌水に利用しています。 

 

夜間電力を利用した氷蓄熱方式空調設備の導入 

夜間の安価な電力で作った氷を館内の冷房に利用することにより、割高な昼間電力の増加を抑え

ています。 
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総合的有害虫管理（IPM）施設  IPM（Integrated Pest Management） 

博物館・美術館では、病害虫を管理するために総合的有害虫管理（IPM）を行っています。この管

理方法は、施設を取り巻く環境状況と対象となる害虫の繁殖などの動きを考慮して、生物的防除、

科学的・物理的防除を組み合わせることで、虫害菌を抑える管理方法です。 

博物館を利用する方には、館内への飲み物、食べ物の持ち込みをご遠慮いただいています。遠足

等の行事の際にも、荷物を車で管理する等の配慮をお願いしています。 

 

 
５  博物館教育普及活動の概要 
 

博物館の教育普及活動は、大きく二つの事業に分けることができます。一つめに、学校の計画する

授業・行事等で博物館を活用する際に支援する学校連携事業があります。二つめに、博物館が企画運

営する、文化講座、体験学習教室、ボランティア養成等のそれぞれの事業があります。それ以外にも、

博物館を通しての教育普及に関する全般的な活動にも取組みました。 

 
(1) 学校連携事業 

学校連携事業では、各学校の計画による団体観覧の支援で、教育課程の一環として博物館を利用

する際に、館として支援することのできる学習内容の調整を行いました。学校の規模や授業の進度、

生徒の実態等を含めた学校からの要望と博物館の施設・職員・ボランティアの支援体制を考慮して、

学校と博物館が連携していく学習プログラムを作成しました。 

今年度は、「博物館の見学のてびき」、「博物館が教室になる！（博学連携について）」、「見る・聞

く・触る・匂う（貸出学習教材について）」を一冊にまとめた『博物館学校団体利用マニュアル』

及び「出前授業等」実施要項を作成し、沖縄県内の小学校、中学校、高等学校、特別支援校に配布

しました。 

今後、県内外の多くの子どもたちに対し、博物館を利用した学習が幅広くおこなわれ、沖縄の自

然、歴史、文化を伝え、学びの拠点になれるように一層の努力で取り組みます。 

 
(2) 博物館文化講座 

博物館の展示内容と関連する自然史、人類、考古、歴史、美術工芸、民俗の各分野についての講

演、実演、現地研修、回によっては講演後には関連した展示場所での担当学芸員による展示解説を

行う等、県民各層が楽しく有意義に学べる講座を実施しました。 

 
(3) 学芸員講座 

博物館の学芸員が、研究成果や収蔵品の成果等の講演や展示解説などを通して、県民各層が楽し

く有意義に学べる講座を実施しました。各分野の学芸員の充実した講話は、博物館をより身近に捉

え、観覧者の層を拡大する大切な役割を担いました。 

 

(4) 展示解説会 

博物館の展示内容に関する資料などの解説を、学芸員の広い視点から分かり易く解説しました。

当館における展示資料がどのようなねらいのもと、それぞれの展示室に設置されているかを理解し、

総合博物館ならではの資料のつながりを知る機会としました。 

 

(5) 体験学習教室 

沖縄の自然や歴史、文化と結びつけた体験的な活動を通して、郷土について関心を持ち、先人の

知恵などを学ぶ機会としました。博物館の各分野（自然史、人類、考古、歴史、美術工芸、民俗）

の展示や企画展等と関連する体験を実施し、総合博物館としての豊かな学びの場を提供しました。 

 
(6) バックヤードツアー 

博物館のもつ、調査・研究・保存の各機能を担う諸室の見学を実施しました。普段は、入ること

の出来ない収蔵庫やトラックヤードなどの機能を理解し、博物館についてより知ってもらう機会と

しました。 
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(7) 夏休み！ 博物館学芸員教室 

学芸員が、夏休み休暇中の児童生徒を対象に、沖縄の自然、歴史、文化に関する自由研究や調査

研究の導入となる内容を検討し、体験型の教室を開催しました。可能な限り博物館の情報を提供す

るなど郷土への興味・関心を高める場を提供しました。 

 

(8) ボランティア養成講座 

博物館では、県民の自己啓発や学習発表の場の提供を行うと共に、博物館支援活動を目的とした

「博物館ボランティア」を導入しています。 

平成 25 年度は、多様化する来館者のニーズに対応し、よりきめ細かなサービスの寄与を目的と

して、土・日・祝日のみ活動できる、ふれあい体験室専属ボランティアを募集し、養成講座をおこ

ない 15 名のボランティア員の登録ができました。 

 

(9) その他 

フリーパス 

県内の各小中学校に、施設を身近に感じてもらい、より多く来館してもらうために、フリーパス

の制度を取り入れています。「ふれあい体験室」や博物館・美術館双方の常設展や特別展、企画展

などに訪れた時に総合案内に提示すると、スタンプを押してもらうことができます。30 ポイント貯

まると県立博物館・美術館オリジナルの景品をプレゼントします。 

 

移動展 

ふだん当館に足を運ぶことのできない離島や遠隔地の方々に移動展の展示を見てもらうことに

よって、沖縄県の自然、歴史、文化の広域普及を図り、博物館資料や美術作品を観賞する機会を提

供しました。今年度は、渡名喜島で開催しました。 

 

教育普及資料貸出 

今年度は、博物館の教育普及資料の「骨スーツ」2件、「ちむドンドン」1件、「むかしむん」4件

「洗濯ゴシゴシ」1件を貸出しました。 



－ 6 － － 7 －



－ 8 －

      

 

●博物館を

１ はじめ

  博物館で

ての利用で

博物館の

いて理解を

ことへ結び

 

２ 学校が利

 (1) 日程の

    ① 施

  ② 施

  ③ 沖

観

 

   —

   指

NPO

   博

  料金

 

(2) 博物館

 【下見の前

① 来館日

② 博物館

○観覧

「博物

③ 学習の

④ 学習の

⑤ 筆記の

⑥ 博物館

  ＊博物

飲み

遠足

       

を利用して学

めに 

では、子ども

では“モノ”

の各展示室で

を深めること

びつけること

利用する場

の調整 

施設の予約・

施設の下見か

沖縄県立博物館

観覧当日の対応

—指定管理者

指定管理者とは

O 法人などで

博物館・美術館

金の設定など、

館下見、打合

前半】情報セ

日、来館時間

館利用にあた

覧マナーにつ

物館での見学

のねらい（め

の展開方法

の際の支え（

館への飲食物

物館では、IPM

み物や食べ物の

足時の行事の際

沖縄県

       

学ぶ 

もから大人ま

を通して、

では、沖縄の

とは、県民に

ともできるで

場合 

日程調整等は

ら学習内容の

館・美術館は

応は、指定管

者— 

は「公の施設」

も包括的に委

館においては、

これまで自治

合せ 

センター円卓

間、クラス(生

たってのマナー

ついて   

学マナー」を児

めあて）の

（学習形態等

（探検バッグ

物持込みは禁

M の考え方か

の館内持込み

際にも、荷物

県立博物館

～先生方

で、生涯学習

総合的で広が

自然・歴史・

とって、将来

しょう。 

は情報センタ

の調整を、博

は、指定管理

管理者がボラ

の管理運営を

託できるとい

文化の杜（共

治体が行ってい

卓にて  

生徒)数、当日

ー確認 

児童生徒に、

確認 (なぜ博

等）の確認

・ファイル）

禁止されてい

から、環境に

みはご遠慮く

物を車で管理

館・美術館

方へのお願い

習の一環とし

がりのある学

文化につい

来について考

ーで行います

博物館教育普及

理者（文化の杜

ランティア

を、地方公共団

う制度です。

共同企業体）が

いた業務を行う

日の日程、引

事前に指導

博物館を利用

（体験内容・

や持ち物（

います。〈IPM

にやさしい施設

ださい。 

理するなど配慮

利用にあた

いと確認～

して楽しく学

学習内容を構

て理解を深め

える場ともな

す。 

及担当ととも

杜共同企業体

員を活用し

団体の指定した

(地方自治法第

が、施設全体の

うことになりま

率者など申請

導しておいて

用するのか？

学習方法・ボ

水筒・カメラ

の考え方に

設を目指して

慮をお願いし

たって 

      

ぶことができ

成することが

めることがで

なり、郷土に

もに行います。

体）が館の管理

対応します。

た民間企業や 

第 244 条の 2

の維持管理や利

ます。 

請書の確認 

て下さい。 

) 

ボランティア

ラなど）の確

より〉 

ております。 

します。 

   博物館

きます。また

が可能です。

できます。さら

に対する自信と

。 

理運営を行い

。 

2) 

利用 

＊コピー可

ア活用・保護者

確認 

 

館教育普及

た、学校とし

      

らに地域につ

と誇りを持つ

います。 

可 

者協力など）

 

つ

つ

 



－ 8 － － 9 －

  —IPM（ Integrated Pest Management )とは— 

   耕種的、生物的、科学的、物理的な防除法をうまく組み合わせ、経済的被害を生じるレベル以下に 

  害虫個体群を減滅させ、かつその低いレベルを維持させるための害虫個体群管理のシステムです。 

     

(3) 博物館を利用した授業の、学習計画を考えます 

＊授業の導入での活用、 展開で活用、 まとめで活用するのか？ 

   ・博物館からの情報提供をもとに、学校主体で学習計画案を作成します。 

 ・見学の順路や学習時間の配分は、博物館からも案を提供します。 

  ・学習形態によっては、グループや個人の調べ学習への対応も考慮します。 

・博物館利用のマナーについて、授業計画に入れて下さい。 

  ・保護者引率の場合、事前に学習内容と役目等の説明を、学校側で行って下さい。 

  ・ボランティア員への協力要請は、学習プログラム決定後に行います。 

（ボランティア員に連絡を入れます。急な変更には対応できません。） 

☆引率の先生が校外で行う授業です。免許を持たないボランティアは授業を行えません。 

 先生が、見学者やカメラマンにならないようにお願いします！ 

 

  —ボランティア員— 

博物館では、学校からの団体観覧をよりきめ細かに支援するために、ボランティア員を養成しています。

現在は①誘導ボランティア ②展示ガイドボランティア ③体験サポートボランティア があります。 

博物館ボランティアによる支援 

① 誘導ボランティア  

博物館の展示では、総合展示と、総合展示の周りに配置された部門展示室があります。広くて他の

観覧者の多い展示室の中で、児童生徒を学級別に集団を保ちながら行動する場合に、案内人が必要

となります。誘導ボランティア員は、学級の前後で学級担任の補助をする支援活動です。 

 

② 展示ガイドボランティア  

展示室における資料の解説は、ボランティアが行っており、解説ポイントをふまえ、学校側から 

依頼することができます。ただし、全ての要望には応じられないこともご了承下さい。 

＊ワークシートの活用について（答え合わせの為の展示ガイドにならないようにお願いします）。

 

③ 体験サポートボランティア  

博物館での民具体験学習では、社会科の学習内容に対応した内容を推進しています。 

体験内容には、運搬に関する体験、洗濯体験、着衣等の昔の暮らしの体験があります。 

この体験では、各体験のサポートを博物館ボランティアが中心に行います（教員や保護者の引率者

の参加協力をお願いします）。 

 

【下見の後半】常設展示室、屋外体験実施場にて   

・学習に必要な展示資料や以下の施設を確認します。 

〔トイレ、集合場所、展示室、実習室、講座室、屋外等〕 
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３ 当日の学習プログラムの流れ 

☆入館した際、トイレを先に使用してから、オリエンテーション会場に入ります。 

☆チケットは、主任の先生が「ﾁｹｯﾄ売場」で、まとめて受取っておいて下さい（欠席分は引く）。

(1) オリエンテーション（児童向けのオリエンテーション約２０分）＝先生とボランティア員とのミーティング 

                      ＊学習プログラムの確認、生徒の様子など申し送りなどを行います。

 ★博物館紹介（映像）―運営担当の職員（指定管理者）が行います。 

   ア マナーを含めた映像を準備しています。『みゅー爺』と『アム』というキャラクターにより、博物

館内における基本的なマナーや施設の紹介、展示品の紹介を、掛け合い言葉により行います。 

  イ 本時の「ねらい」の確認 

     ＊事前の下見調整において確認された内容の「めあて」を司会が読み上げます。 

    ＊博物館での約束(マナー)を、児童・生徒といっしょに声に出して読み合わせて確認をします。 

  ウ ボランティア紹介 （当日の対応は指定管理者が行います） 

    ＊当日の学習プログラムの、ボランティア員(誘導ボランティア員)を紹介します。 

   ＊展示室や屋外(民具体験)では(展示ガイドボランティア/体験サポートボランティア)の紹介があります。

 

(2) 博物館において学習活動を展開する 

  ・児童生徒に、充実した活動内容が提供できるように、博物館、指定管理者、ボランティア、教師、 

保護者が連携して、博物館での学習を支援します。 （安心安全な学習環境、主体的な学習を展開） 

・体験では、実物に触れることで、子どもたちに感動の場を提供します。 

 

(3) 体験学習（観覧体験のサイクル） 

 ・観覧や体験ができる場所には、収容人数に限界があります。児童生徒全員に同じ体験をしてもらう 

ために、サイクルで展示観覧と体験を行うようにしています。クラスが複数になると屋外での体験を 

先に行うクラスと、館内での観覧学習を先に進めるクラスを設定しています。 

 ・体験資料（用具）や解説場所の関係上、少人数のグループ編成をしていただきます。 

 

(4) まとめ 

・一日の観覧、体験が終了した際に、博物館のホールや屋外の広場でまとめを行っています。基本的に学

校の先生に司会をしてもらいながら進行します。博物館側からは、当日の観覧に協力したボランティア

のスタッフも一緒に参加します。  

 

(5) 博物館における学習活動を、次の学習に生かす 

  ・博物館での活動を通して、わかったこと疑問点を確認。 

 ・疑問点を見出して、自分なりに調査。  発 展  ★生徒用フリーパスの活用を呼び掛けて下さい  

・博物館等の社会教育施設の利用を促進。 

  ・新聞を作成する事などにより、学習の発表の機会の設定。 

     ＊博物館には、情報センターがあり、学習内容の研究を行うことができます。 
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教科単元の時

ズに応じた学

の調整では、

協力者)の博物

下見調整は、

いて 

はっきりとさ

は？ ・授業

ムページを確

ート」を活用

1コーナーに

にしておくと

記入欄を多

収蔵品を観る

に専念し、学

てについて

団体で博物館

来館に際して

は、県職員が

用の申請は、

ターとの調整

学校が主体と

渋滞等により

フの状況によ

時間に活用す

学習内容を、

過去の計画

物館での役割

プログラム

させましょう

業の導入、展

確認して下さ

用し、生徒の

につき１・２

と良いでしょ

くすると、生

こと、ガイ

学校で振り返

て 

館を利用する

の目標、順路

行い、当日の

学校から指定

整になります

なり、博物館

、遅れなどと

っては、変更

する場合や、学

学校の職員と

画案や展示資料

割配置は、協議

の作成のため

う！  

展開、まとめと

い「博物館学

の実態に合わ

問にし、あと

う。1 問につ

生徒が説明を

ドの話を聞

返り学習す

る際に、学習

路、学習の展

の運営は、指

定管理者に対

す。 

館はそれを補

といった学校

更される場合

学校行事、サ

とともに作成

料の紹介など

議しながら決

めに実施しま

としての見学

学習ノート」

わせた問題構

とは、感想・

つき回答時間

を聞かず、記入

くことが大切

ることも考

『アム』

習内容等を組

展開などを、学

指定管理者が行

対して行います

補助します。

校の状況の変化

合もあります。

サークル活動

成します。 

どを行います。

決めていきます

ます。 

学なのか？ 

がダウンロー

成を考えま

気づいたこ

間はおよそ 15

入することに

切です。   

えられます

と『みゅー爺

組立てた計画

学校の実態に

行います。 

す。 

 

化によって、

。 

など 

。 

す。 

ードできます

しょう。 

とや気にいっ

5～30 分前後

に集中してし

す。 

爺』 

画  

に合わせて

又は 

す 

ったものが

後かかります。

しまいます。

  

。 
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博物館

○小学校

 ・地

・昔

 

 

★博物館が

ｵﾘｴﾝﾃｰ

＊博物館利

  ＊先生は

＊70 年程

Ｂ：民具解

Ｃ：民具体

＊ ペアで

     1) 運
    （魚

    
   2) 運
   （薪

 

3) 運
       （井

 
  4) 洗
 
 
 
  5) 着

     
  
 

 

Ｄ：民俗展

館を利用した 

校３年生社会

地域に残る古

昔の道具の使

が提供でき

ｼｮﾝとＡ：映像

利用のｵﾘｴﾝﾃ

この時間、ボ

程前の沖縄の

解説 （民具の

体験  

で行動。 グ

運搬に関する

魚や作物の 

運搬等で

運搬に関する

薪の運搬等で

運搬に関する

井戸水の運搬

洗濯に関する

着衣に関する

（畑仕事等で

展示室での展示

た 民具体

会科 「昔の

古い道具につ

使われ方（当

るメニュー

像の視聴＝（

ﾃｰｼｮﾝと合わ

ボランティア

の風景や生活

の名前や素材、

グループ単位

る道具＝ バ

で使用） 

る道具＝ オ

で使用） 

る道具＝  

搬で使用） 

る道具＝ タ

る道具＝ ア
で使用） 

示品解説 ①

体験学習

の道具を体験

いて～   知

時の暮らしの

ー 

日本民藝館制

わせて 20 分

アとのミーテ

活の様子が出

、使用方法を

位で、ローテ

バーキ↓ 

オーダー↓

   ター

ターレー↓

ダン葉サバ

①畑の道具 ②

習につい

験しよう」

知る・ふれる

の様子、生活

制作。 昭和

分間  

ティングを行

出てきます。く

を子どもたちと

ーションで体

   ガン

   

ーグ →

   洗濯

↓   クバ

②田んぼの道

 ＊

いて   

「きょうど

る(感じる)・

活の変化）～

和 14 年頃の那

行ないます。

くらしの変容を

とのやり取り

体験学習をす

ンシナ↓  

濯板↓ 

バンヌー↓

道具 ③海の道

 １か所およ

＊児童の実

～引率

   県立博

どしりょう館

考える・調

～ 考える、

那覇の市場な

 

を考えさせます

で学ばせます

する   

 ティール

担ぎ棒

2)3)で使

   クバ

道具 ④台所

よそ７分×２

実態に合わせ

率の先生が(博物

博物館教育普

館をたずね

べる   

調べる  

などの風景。モ

す。 

す）       

ル↓ 

棒→ 
使用 

バガサ↓ 

所周辺道具 →

２か所＋移動

せて選択、授業

博物館で)行う授

普及 2013 

ねて」 

モノクロ映像）

15 分間 

→2 か所選択

動＝15 分間

業を組立てる

授業です！

） 

択 

 

る
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— 民具体験学習のポイント<子どもからの視点> — 

 

Ａ映像解説      昔の沖縄の風景を観る ・ 昔の人を観る 

…映像を流しっぱなしにするのではなく、見せたい箇所で発問します！ 
 

Ｂ民具解説      民具にふれる・素材を考える ・ 先人の技を考える 

       …体験する民具の解説(名前/使用方法…知識)ではありません！  
 

Ｃ民具体験   道具(民具)にふれる 感じる・ 使い方を考える ・ 使ってみる 

…体験する民具の名前や使用方法を覚えるのが目的ではありません！  

 

Ｄ民俗展示品解説  昔の道具を観る ・ 使用方法を考える 

今の生活との違いを考える・知る 

…単なる民具の解説(名前/使用方法…知識)ではありません！ 

 

                            

 

 

A･B は指定管理者が  C･D はボランティアが 担当します。 

発問によって子どもに考えさせる－子どもの興味を引き付けるようにします。 

＊Ｃの着衣体験に、保護者の参加をお願いします。 

 

 誘導ボランティアさんの 役目 １クラスに 1～2 名配置します。  

全体(流れ)を観る  時間を把握する 

時間どおりに進める・時間調整をする 

先生と連携する—相談し提案もする  

子どもの安全を図る！ 
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学校側

申込み

館 HP よ

指定用紙

ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ

学年会 

下見日決

 

 

 

 下

 

学習ﾌﾟﾛｸ

作成開始

 

 

 

 

 

 

授 業

マナー指

 

 

 

 

 

側   

み     

より     

紙を     

ﾞ     

    

決め 

下 見  

ｸﾞﾗﾑ 

始 

業 

指導 

   

     

     

     

    申

 FAX 送

FAX 送

   当

（前半：学習

ﾌﾟﾛｸﾞ

FAX 送信

FAX 送

 <内容

FAX 送信

     

     

請内容確認

 

送信①（下見

FAX 返信

送信②（下見

日参加教師

習ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに

ﾗﾑ案送信（

信③（プロ

送信④（来館

  

来

容>  

信     

     

  

認 TEL

   

見希望日用

信

見決定連絡

師全員で約 1

について）

（ﾒｰﾙ orFAX

ログラム確

館直前確認

＊FAX

     

 館

  

    

    情

    

用）

絡） 

00 分 

(後半：現

X ）

認用）

認用） 

X 送信③と④

     

   

博物館

受  付 

情報センター

施設押え

  FAX

博物館教育

下見期

地確認) 

 ボラン

学習プ

学習プ

 

④はプログラ

     

 

館側 

 

ー 

え(実習室) 

連絡 

育普及受付 

期日の決定 

ンティア募集

プログラム清

プログラム完

ラム毎に書

     

 

集  

清書 

完成 

き換えるこ

     

（金城久

こと 

     

枝） 
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博物館を利用した学習（例）
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プログラム例

■１クラスの組み合わせ例

■２クラスの組み合わせ例
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○
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１・２・５・４・
３

移
動

1組

オリエンテー
ション

A画像解説
（実習室）

Ｂ
民具
解説

（実習室）

移
動

Ｄ
展示物
　解説

（　）・台所

１０時 １１時
9:30 50 5　10

９時

9:30 305　1050
９時 １１時

1組

オリエンテー
ション

A画像解説
（実習室）

Ｃ
民具体験

１・２・５・４・３

移
動

ま
と
め
・
お
礼

（
実
習
室

）

Ｂ
民具
解説

（実習室）

移
動

Ｄ
展示物
　解説

（　）・台所

質
問
タ
イ
ム

移
動
・
水

（

玄
関
）

ト
イ
レ
休

3015　2040
１０時

2010 35

35

Ｃ
民具体験

１・２・５・４・３

まとめ
お礼

（実習室）

移
動

まとめ
お礼

（実習室）

20　25

移
動

Ｂ
民具
解説

（実習室）

移
動

1組

35 45

Ｃ
民具体験

１・２・５・４・３

移
動
・
水

（

玄
関
）

ト
イ
レ
休

Ｄ
展示物
　解説

（　）・台所

オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ

ン

A
画
像
解
説
（

実
習
室
）

移
動

２組

55

移
動

Ｄ
展示物
　解説

（　）・台所

Ｂ
民具
解説

（実習室）

移
動

移
動
・
水

（

中
）

ト
イ
レ
休

35　40

１０時 １１時

9:30 　50　55 5 20　25

９時



－ 18 －－ 18 －

■３クラスの組み合わせ例

■４クラスの組み合わせ例
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〔学習プログラム対応校〕

〔解説補助対応校〕

学校名 月 日 曜日 観覧時間 学年 ｸﾗｽ
生徒
数

保護
者数

ボラン
ティア数

1 阿波連小学校 6月 4日 (火 ) 13:00-15:00 小 3 1 2 0 5

2 粟国小学校 10 月 18 日 ( 金 ) 14:00-16:30 小 3･4 1 13 0 13

3 座安小学校 30 日 ( 水 ) 9:30-11:35 小 3 2 67 8 18

4 兼城小学校 31 日 ( 木 ) 9:30-11:35 小 3 3 106 0 14

5 光洋小学校 11 月 7 日 ( 木 ) 9:30-12:00 小 3 3 78 10 13

6 豊崎小学校 12 日 ( 火 ) 9:30-11:45 小 3 4 109 4 10

7 東風平小学校 13 日 ( 水 ) 9:30-12:00 小 3 5 165 14 20

8 小禄南小学校 14 日 ( 木 ) 9:30-11:35 小 3 4 127 13 14

9 与那原小学校 20 日 ( 水 ) 9:30-11:55 小 3 4 129 9 17

10 玉城小学校 27 日 ( 水 ) 9:30-12:00 小 3 3 71 0 16

11 あげな小学校 12 月 11 日 ( 水 ) 10:00-12:00 小 4 2 62 0 18

12 古蔵小学校 A 2014 年 
1 月

8 日 ( 水 ) 9:30-11:35 小 3 2 58 0 15

13 古蔵小学校 B 9 日 ( 木 ) 9:30-11:35 小 3 3 86 0 11

14 識名小学校 10 日 ( 金 ) 9:30-11:35 小 3 5 148 15 16

15 内間小学校 21 日 ( 火 ) 9:30-12:00 小 3 3 96 10 10

16 石嶺小学校 A 24 日 ( 金 ) 9:30-12:00 小 3 2 64 0 13

17 石嶺小学校 B 28 日 ( 火 ) 9:30-12:00 小 3 2 65 0 14

18 松島小学校 29 日 ( 水 ) 9:30-12:00 小 3 4 121 3 16

19 安謝小学校 31 日 ( 金 ) 9:30-11:35 小 3 3 85 7 12

20 北谷小学校 2月 4日 (火 ) 9:30-11:35 小 3 3 85 6 9

21 上田小学校 A 5 日 ( 水 ) 9:30-12:00 小 3 3 95 12 15

22 上田小学校 B 6 日 ( 木 ) 9:30-12:00 小 3 3 96 10 11

23 城岳小学校 7日 (金 ) 9:30-12:00 小 3 3 87 15 10

24 若狭小学校 12 日 ( 水 ) 9:30-11:35 小 3 2 51 8 10

25 上間小学校 13 日 ( 木 ) 9:30-11:35 小 3 4 121 8 14

26 具志頭小学校 14 日 ( 金 ) 9:30-11:30 小 3 2 50 0 12

27 前島小学校 19 日 ( 水 ) 9:30-11:30 小 3 2 53 12 13

28 宮城小学校 21 日 ( 金 ) 9:30-11:35 小 3 4 138 12 15

29 曙小学校 25 日 ( 火 ) 9:30-11:30 小 3 2 58 12 8

30 銘苅小学校 26 日 ( 水 ) 9:30-11:30 小 3 4 125 8 12

31 小禄小学校 27 日 ( 木 ) 9:30-11:30 小 3 3 83 9 10

32 港川小学校 28 日 ( 金 ) 9:30-11:35 小 3 5 149 11 15

33 城東小学校 3月 4日 (火 ) 9:30-11:35 小 3 4 121 0 16

34 真嘉比小学校 6日 (木 ) 9:30-11:30 小 3 2 62 5 9

 学校名 月 日 曜日 時間 種類 対象 人数

1 琉球大学生活科教育研究 6 月 8 日 ( 土 ) 9:00-18:00 博物館実習 学生 45 名

2 琉球大学理学部地学系 6 月 15 日 ( 土 ) 10:00-12:00 バックヤードツアー 学生 17 名 ( 内引率 2名 )

3 地学の集い 7月 6日 (土 ) 10:30-12:00 バックヤードツアー 一般 13 名

4 南風原高等学校 8月 13 日 ( 火 ) 10:00-11:30 職員研修 職員 8名

5 沖縄工業高等専門学校 10 月 20 日 ( 日 ) 14:00-15:00 バックヤードツアー 学生 ４名 (内引率 2名 )

6
名古屋大学教育学
部附属高等学校

11 月 14 日 ( 木 ) 13:00-14:00 展示室解説 学生 14 名

7 京都造形芸術大学 11 月 22 日 ( 金 ) 9:00-11:00 見学対応 学生 20 名

8 〃 12 月 3 日 ( 火 ) 9:00-11:00 〃 学生 20 名

9
大名児童館 三線
クラブわらびなー

2014 年 
3 月

26 日 ( 水 ) 14:00-15:00 企画展展示解説 児童 21 名 ( 内引率 3名 )

平成 24 年度　県内学校団体受入一覧
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平 成 ２ ５ 年 度

博 物 館 「 出 前 授 業 等 」 実 施 要 項

１ 趣 旨

博 物 館 の も つ 資 源 （ も の 、 情 報 ） を 出 前 授 業 等 を 通 じ て 学 校 教 育 の 場 で

有 効 に 活 用 す る 。

２ 内 容

(１ )学 校 で の 授 業 や 教 員 の 研 修 会 な ど に 学 芸 員 を 講 師 と し て 派 遣 す る 。

(２ )授 業 で は 、 テ ィ ー ム ・ テ ィ ー チ ン グ の 手 法 に よ り 、 学 芸 員 は 教 員 と

共 同 し 、博 物 館 資 料 を 活 用 す る な ど し て 児 童 ・ 生 徒 の 学 習 を 支 援 す る 。

３ 対 象

県 内 公 立 学 校 （ 小 学 校 、 中 学 校 、 高 等 学 校 、 特 別 支 援 学 校 ）

※ ク ラ ス 単 位 も し く は 学 年 単 位

４ 実 施 時 間

１ ～ ２ 時 間 程 度 （ 調 整 可 ）

５ 実 施 場 所

当 該 校

６ 申 し 込 み 方 法

※ 別 紙 参 照

７ そ の 他

各 学 校 か ら 依 頼 の 「 出 前 授 業 等 」 に 係 る 学 芸 員 の 派 遣 旅 費 （ 交 通 費 ） は 、

博 物 館 で 負 担 す る 。
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○ 申 込 み 方 法

希 望 日 の ２ ヶ 月 前 ま で に 、

教 育 普 及 担 当 者 へ 電 話 で 申 し 込 む ℡ 098-851-5401

電 話 、 メ ー ル 等 で 期 日 や 申 込 み 内 容 の 調 整

希 望 日 の １ ヶ 月 前 ま で に 、

出 前 授 業 依 頼 書 ま た は 講 師 派 遣 依 頼 書 を 提 出

（ Fax、 E-mail も 可 ）

○ 連 絡 先

沖 縄 県 立 博 物 館 ・ 美 術 館

〒 900-0006 沖 縄 県 那 覇 市 お も ろ ま ち 3 丁 目 1 番 1 号

TEL 098-851-5401 FAX 098-941-3650

E-mail kinjohse@pref.okinawa.lg.jp
教 育 普 及 担 当 ： 金 城 久 枝

※ 事 業 等 の 関 係 か ら ご 希 望 の 日 時 に 添 え な い 場 合 が あ り ま す 。 あ ら か じ め

ご 了 承 下 さ い 。



－ 22 －
- 3 -

所 属 担 当 分 野 氏 名

生 物 山 﨑 仁 也

地 学 仲 里 健

自 然 史

博 人 類 山 崎 真 治

人 類 藤 田 祐 樹

物

書 跡 ・ 彫 刻 ・ 染 織 與 那 嶺 一 子

美 術 ・ 工 芸

館 絵 画 ・ 漆 器 ・ 陶 器 園 原 謙

近 現 代 岸 本 弘 人

班 歴 史

近 世 ・ 古 琉 球 崎 原 恭 子

考 古 片 桐 千 亜 紀

民 俗 大 湾 ゆ か り

○ 沖 縄 県 の 自 然 、 歴 史 、 文 化 を は じ め 、 上 記 内 容 に つ い て 、 学 芸 員 が

博 物 館 の も つ 資 源 （ も の 、 情 報 ） を 活 用 し 、 児 童 ・ 生 徒 の 学 習 を 支

援 し ま す 。
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出 前 授 業 依 頼 書

沖縄県立博物館・美術館長 殿

学校名

校 長 印

次の授業のため、講師の派遣をお願いします。

授業の種類 出前授業（ 校内・校外 ）

希望する講師

日 時 平成 年 月 日（ 曜日）
時 分 ～ 時 分 （ 校時）

場 所

学 年 第 学年

児童・生徒数 名

教科名・領域名

単 元 名

学習目標 （１）
（ねらい）

（２）

（３）

学校住所 〒

担当者 ℡
Fax

担当教員名 〔 〕
連絡先（携帯電話等） 〔 〕

その他 ☆ご質問等があればお書き下さい。
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講 師 派 遣 依 頼 書

沖縄県立博物館・美術館長 殿

学校名

校 長 印

次のとおり、講師の派遣をお願いします。

行事名

依頼内容

希望する講師

日 時 平成 年 月 日（ 曜日）
時 分 ～ 時 分 （ 校時）

場 所

対象者

人 数 名

学校住所 〒

担当者 ℡

Fax

担当教員名 〔 〕

連絡先（携帯電話等）〔 〕

その他 ☆ご質問等があればお書き下さい。
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Ⅲ  体験学習教室 

１  博物館体験学習教室実施要項 

(1) 趣旨・目的 

沖縄の歴史や文化および自然と結びついた体験的な活動をすることによって、郷土の文化や伝統に関心を

持たせ、先人の知恵などを学ぶ。 

 

(2) 内容 

博物館の各分野(自然史、人類、考古、歴史、美術工芸、民俗)の展示内容と関連した体験的な活動を

通して、県民が有意義に楽しく学ぶことが出来るよう企画する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 実施日と場所 

企画展や特別展、行事、博物館の展示等に関連したテーマに合わせて年間２回程度の実施。 

午前９時～１２時までの３時間を基本とし、内容によって終了時間の調整(昼食時間を設ける等)を 

行った。場所は、基本として実習室。 

 

(4) 受講方法 

※１ヶ月前までに広報し、２週間前までに募集をかける。応募者多数の場合は抽選する。 

（公平を期すため、館長もしくは副館長による抽選） 

※抽選の場合、当選者には、すぐに当選の通知連絡を行う。 

 

(5) 体験学習に係る役割 

ⅰ前日まで 

①  事業起案及び講師依頼 博物館（教育普及担当） 

②  マスコミ各社への取材依頼 指定管理者 

③  受講生受け付け 指定管理者 

④  講師事前打ち合わせ 博物館（教育普及担当）、指定管理者 

⑤  説明資料作成 博物館（教育普及担当）、指定管理者 

⑥  材料・道具等の諸準備 博物館（教育普及担当）、指定管理者、講師 

⑦  ボランティア事前学習・準備作業調整 博物館（教育普及担当）、指定管理者 

  

Ⅲ_内容.xlsx 回 期日 題 講師名 内容 参加者

1

H25年
①7月20日(土)
[9：30～17：00]

②7月24日(水)
[11：00～12：00]

カエルの解剖
と骨格標本作
り！

佐藤寛之氏

２日間の日程で、カエルの解剖と骨
格標本作りを実施。１日目にカエルの
解剖を行い、２日目に骨格の組み立て
を行った。

20名

2

H26年
①2月1日(土)
[13：15～16：30]

②2月2日(日)
[10：00～13：00]

筒描き紅型に
挑戦！

城間栄市氏

２日間の日程で、筒描きによる紅型
作品を制作。１日目に図柄のデザイン
と筒描き、２日目に色差し・地染め・
色止めをおこなった。

15名
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ⅱ当日運営 

①  受け付け及び材料費の徴収 指定管理者 

②  開講式  司会 指定管理者 

③  講師紹介 博物館（教育普及担当） 

④  講座の進行 博物館（教育普及担当）、指定管理者 

⑤  材料等の準備及び配布 博物館（教育普及担当）、指定管理者、ボランティア

⑥  記念撮影 指定管理者 

⑦  報償費支払い事務 指定管理者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
色差しの様子 

 

下絵を描いた後に筒描き 

 

Ⅲ_写真 03 Ⅲ_写真 04 Ⅲ_写真 0５ 

１週間後に仕上げの水洗い

 

骨格標本の作製 オオヒキガエルの解剖の

様子 

Ⅲ_写真 01 Ⅲ_写真 02 Ⅲ_写真 0３ 

完成したカエルの骨格標

本を展示 

オオヒキガエルの解剖の様子 骨格標本の作製 完成したカエルの骨格標本を展示

下絵を描いた後に筒描き 色差しの様子 １週間後に仕上げの水洗い

7月  9:30 ～ 17:00( 受付 9:15) ※休憩1時間
20 日 (土 )

24 日 (水 )
11:00 ～ 12:00( 受付 10:45)

連続講座

博物館に展示しよう！

9:30 ～ 12:00

13:00 ～ 17:00

解剖
体の中はどんなつくりになって
いるのかな？調べてみよう。

骨格標本
こっかくひょうほん

ピンセットなどで、細かな筋肉
などをキレイに取り除いて、骨
だけにしてから組み立てます。

7/24
11:00 ～ 12:00

( 水 )
最後の仕上げをして、みんなで
博物館に展示します。
【展示期間】
7/24(水)～8/23(金)。

＜内容・日程＞
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沖縄県立博物館・美術館

平成 25 年度　博物館体験教室

沖縄県立博物館・美術館
はくぶつかんたいけんきょうしつはくぶつかんたいけんきょうしつ

平成 25 年度　博物館体験教室

博物館特別展「海・山・川のおくりもの～目からウロコの大生き物展ー生物多様性ホットスポット JAPANー【7/12( 金 ) ～ 9/1( 日 )】

場所：沖縄県立博物館・美術館 博物館実習室
参加方法：事前申込制（来館もしくは電話）
受付期間：7/3（水）～7/10(水)まで
※応募者多数の場合、抽選の上、参加いただける方のみ7/15(月)
　までにハガキでご通知します。
参加費：1組につき200円

対象：小学校4年生から中学校3年生まで 20名
※2回の講座に参加できる方が対象となります。
※刃物(カッター等)を使います。ケガをしないように、集中して作業に
　取り組んでください。
　（小さいお子さんの同伴はできません。ご了承ください）
※会場の都合上、申込者以外の参加はご遠慮ください。
※大人の方の参加は、定員に満たない場合、ご参加いただけます。

講師：

主催 : 沖縄県立博物館・美術館 〒900-0006 沖縄県那覇市おもろまち３丁目 1 番１号　　TEL.098-941-8200
開館時間：9時～ 18 時（金・土は 20 時まで）

休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の時は、翌平日）、館内消毒期間 6/24( 月 ) ～ 7/2( 火 )　担当：わたべ

　今回の講座に用いられる「オオヒキガエル」は、サトウキビ
を害虫から守るために、八重山地方に持ち込まれましたが、
強い繁殖力と食欲と毒で、もともと生息している生き物が減っ
てしまいました。現在は駆除などの取り組みがおこなわれる
一方で、実験にも活かされているカエルです。
　講師の佐藤先生は言っています。「生物に共通する体はね、
骨の形に意味があるんだ。骨の出っ張りに筋肉がついていて、
あやつり人形のような仕組みなっているんだよ。生き物に触
れ、その仕組みを知るための骨格標本を作って、もっともっと
生き物を好きになってほしいな。」
　さぁ、博物館で体験してみよう！
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沖縄県立博物館・美術館

平成 25 年度　博物館体験教室

沖縄県立博物館・美術館
はくぶつかんたいけんきょうしつはくぶつかんたいけんきょうしつ

平成 25 年度　博物館体験教室

講師：城間　栄市氏（紅型作家）
しろま 　　　　えいいち

1977年生まれ　那覇市立城西小学校卒
　　　　　　　首里中学校卒
2000年　第52回沖展　入選
2001年　第53回沖展　入選
2002年　第54回沖展　奨励賞受賞
2003年~2005年　インドネシア、ジョグジャカルタ
　　　　　　　　にてバティックを学ぶ
2007年　第59回沖展　奨励賞受賞
2008年　第60回沖展　入選
2009年　第61回沖展　奨励賞受賞
　　　　 西部工芸展　入選
2010年　第62回沖展　最高賞「沖展賞受賞」
2011年　第63回沖展　奨励賞受賞
　　　　 日本工芸会染色展　入選
　　　　 日本工芸会本展　入選
　　　　 西部工芸展　入選
2012年　第64回沖展　準会員賞受賞

主催：沖縄県立博物館・美術館〒900-0006沖縄県那覇市おもろまち3-1-1　TEL.098-941-8200
開館時間：9時～18時(金・土は20時まで)、毎週月曜日・年末12/29～31休館(月曜日が祝日の時は、翌平日)

んかんかんかん

館
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1,000円 / 1名

小学校4年生～
中学校3年生まで
　　　　　　15名

当館 博物館実習室

お申し込みは…
申込期間：1 / 15(水)~1 / 21(火)
申込方法：事前申込制【ＴＥＬ・来館】
＊応募者多数の場合は、抽選。

＊参加していただける方のみ1/27(月)までに
　ハガキでご連絡します。

＊持ち物や開催場所など詳細は、後日ハガキで通知します。
＊2回連続で参加できる方が対象となります。
＊会場の都合上、申込者以外の参加はできません。
＊保護者同伴は問いません。但し、集合場所への送迎は保護者の
　責任の下、行ってください。
＊大人のみの参加は、定員に達しない場合に受け入れます。

博
物
館
に
あ
る
昔
の
風
呂
敷

 ☆カエルの解剖と骨格標本作り！

 ☆筒描き紅型に挑戦！



－ 28 － － 29 －

　平成25年度 第1回講座

博物館体験学習教室

期日  平成２５年７月2０日（土） 9：30 ～ 17：０0 
時間  　　　　　７月24日（土） 11:00～12:00　　　　

場所　沖縄県立博物館・美術館　　博物館実習室

日程

受け付け
開講式  
講座（実習）≪ 解剖 ≫
後片付け 
閉講式

※昼食～各自館外にて　　　　　　　13:00～14:00　　　　

講座（実習）≪ 標本作製 ≫

　

 

 11：00 　～　 12：00 

 16：35 　～　 17：00 

7月
20日
（土）

7月
24日
（水）

 16：15 　～　 16：35 
 09：35 　～　 16：15 
 09：30 　～　 09：35 
 09：15 　～　 09：30 
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博物館 体験学習教室 

  「カエルの解剖と骨格標本作り！」実施計画         2013.6.5 教育普及   

                 

 1 目   的        

  博物館体験学習教室は、子どもを中心とした県民に対し、体験を通して郷土の自然や歴史の中で

育まれてきた知恵、伝統文化について理解を深めるための機会を提供する。  

           

 2 日  時        

  平成 25 年 7 月 20 日（土）     ９：3０～１７：００     

7 月 24 日（水）   11：００～１2：００     

 3 対象者        

  小学校４学年～中学生       

           

 4 募集人員        

   ２０名       

           

 5 場 所        

  博物館実習室       

           

 6 日 程 

        

 7 月 20 日（土）   

  受 付                                 9：15～9：30     

   開講式 ＜実習室＞ 9：30～9：35      

    始めの言葉・・・・・司会 （文化の杜：渡部）           

    講師紹介・・・・・・教育普及担当 （金城）                  

            

   講  座 ＜実習室＞        

   ≪ 解剖についての説明・オオヒキガエル解剖  ≫     9:35～11:00      

    ≪ 標本作成  ≫                          11:00～16:30         

        ↓                           

                      お昼時間                   12:00～13:00 

     

         ≪ 標本作成   ≫                                ～16:30 

  

   後片づけ・連絡等                           １6:30～17:00      

  

7 月 2４日（水） 

         受 付                                 10：45～11：00 

       講  座 ＜実習室＞                            

      ≪ 標本作成 完成、展示  ≫  11：00～12：00 

        

 7 講 師       

   佐藤寛之 （沖縄国際大学非常勤講師） 

          山﨑仁也（沖縄県立博物館・美術館：生物担当学芸員） 
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8  役割分担        

(1)当日までの役割分担        

 ① 事業起案及び講師依頼  山﨑・金城    

  ② マスコミ各社への取材依頼 文化の杜     

  ③ 受講生受け付け  文化の杜     

  ④ 講師打ち合わせ 山﨑・金城・渡部・大濵・久田   

  ⑤ 説明資料作成 山﨑、佐藤    

  ⑥ 報償費支払い事務  文化の杜     

  ⑦ 材料・用具等の諸準備                         文化の杜  博物館ボランティア 

  

 (2)当日の役割分担        

  ① 受け付け及び材料費の徴収 渡部     

  ② 開講式・閉講式司会進行及び講師紹介      

    司会  渡部     

    講師紹介  金城     

  ③ 講座の進行  渡部     

  ④ 材料等の準備及び配布  博物館ボランティア   

  ⑤ 記念撮影  文化の杜     

           

 9 準備するもの（材料・用具等）       

  ◎必要な材料・用具        

    ○館側が準備するもの ・・・別紙あり（渡部作成）     

          

    ○受講生が準備するもの       

   ・材料費 １人（ ２００ ）円      

 

 10 体験会場（机・イスの配置）      

      沖縄県立博物館 実習室      

     

  

                     

             

           

             

             

             

             

             

               

             

                

           

入口       廊下 

正 面 
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カエル
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平成25年度

博物館体験学習教室

第2回講座

期日  平成２6年2月1日（土） 13：15 ～ 16：30 
時間  　　  　　2月2日（日） 10：00 ～ 13：00 

場所　沖縄県立博物館・美術館　　博物館実習室

日程　
受け付け
開講式  
講座（実習）  
片づけ・諸連絡

講座（実習）≪色差し≫  
後片付け 

　閉講式

 
 

2月
1日
（土）

2月
2日
（日）  12：45 　～　 13：00 

　～　 16：30 
 13：30 　～　 16：15 
 13：15 　～　 13：30 

　 13：00 　～　 13：15 

　～　 12：45 
 10：00 　～　 12：30 
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平成25年度

博物館体験学習教室

第2回講座

期日  平成２6年2月1日（土） 13：15 ～ 16：30 
時間  　　  　　2月2日（日） 10：00 ～ 13：00 

場所　沖縄県立博物館・美術館　　博物館実習室

日程　
受け付け
開講式  
講座（実習）  
片づけ・諸連絡

講座（実習）≪色差し≫  
後片付け 

　閉講式

 
 

2月
1日
（土）

2月
2日
（日）  12：45 　～　 13：00 

　～　 16：30 
 13：30 　～　 16：15 
 13：15 　～　 13：30 

　 13：00 　～　 13：15 

　～　 12：45 
 10：00 　～　 12：30 

  博物館 体験学習教室       

  「 筒描き紅型に挑戦！」実施計画 2014.1.6 教育普及   

                 

 1 目   的        

   博物館体験学習教室は、子どもを中心とした県民に対し、体験を通して郷土の自然や   

  歴史の中で育まれてきた知恵、伝統文化について理解を深めるための機会を提供する。  

           

 2 日  時        

  平成 26 年 2 月 1 日（土） 13:15～16:30 

  2 月 2 日（日） 10:00～13:00      

           

 3 対象者        

  小学校４学年～中学生       

           

 4 募集人員        

  (１５)名        

           

 5 場 所        

   博物館実習室        

           

 6 日 程 

          

    用具等搬入、全体打合せ（講師、ボランティア）  11:00 ～      

   １日（土）受付  13:00    ～  13:15    

   開講式 ＜実習室＞  13:15 ～  13:30    

    始めの言葉・・・・・司会 （文化の杜：渡部）           

２月１日  講師紹介・・・・・・教育普及担当 （金城）                 

            

（土）  講  座 ＜実習室＞       
   
    ≪  紅型とは  ≫ 講師による解説    13:30 ～ 13:45    

     ≪  下絵描き  ≫     13:45 ～ 15:00    

     ≪  筒描き   ≫     15:15 ～ 16:15    

    後片づけ・連絡等(２/２)の糊落とし            ～  16:30    

                   

    ２日（日）  講師、ボランティア集合時間  9:00         

   受付   9:45 ～ 10:00    

    ≪   色差し・地染め・色止め  ≫   10:00 ～ 12:30    

            

２月２日 後片づけ              ～  12:45    

            

（日）  閉 講 式                                       12:45 ～ 13:00    

    始めの言葉・・・・・司会（文化の杜:渡部）           

     講師によるまとめ ・・・・・ 講評       

     記念撮影        

     終わりの言葉・・・司会       

                   

  １週間後２/９（日)        

   水洗い・乾燥～ 各自持ち帰り       

２月９日   ＊当日 10:00 頃、桶の水に作品を漬けておく、(11:00 ～12:00 ）までの時間に、             

受講者各自が作品を受け取りに来る。受講者の対応は文化の杜が行う。    

（日）  
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 7 講 師        

  城間 栄市 （紅型作家）      

           

 8 役割分担        

 (1)当日までの役割分担        

①事業起案及び講師依頼                         與那嶺・金城 

 ②マスコミ各社への取材依頼    文化の杜 
 ③受講生受け付け     文化の杜 

 ④講師打ち合わせ     與那嶺・金城・渡部 

 ⑤説明資料作成      與那嶺・金城・渡部 

 ⑥報償費支払い事務     文化の杜 

 ⑦材料・用具等の諸準備     文化の杜  博物館ボランティア

  

 (2)当日の役割分担        

  ①受け付け及び材料費の徴収                    渡部、大濵、冝保        

  ②開講式・閉講式司会進行及び講師紹介      

    司会 渡部         

    講師紹介 金城       

  ③講座の進行 渡部         

  ④材料等の準備及び配布 博物館ボランティア（約５人）   

  ⑤記念撮影 文化の杜     

           

 9 準備するもの（材料・用具等）       

  ◎必要な材料・用具        

    ○講師準備 

・不織布、型紙見本３種類×５テーブル＝15 枚 
          ・麻布１５枚（たて２０㎝×よこ３０㎝） 

          ・染織材料 

○館側が準備するもの        
   ・作業版（新聞紙で包む）   

      ・くまどり用の筆（赤→２本×５テーブル、青→２本×５テーブル）             

   ・新聞紙、画鋲（文化の杜）      

   ・紙コップ 10 色×５テーブル+講師分＝約８０個（文化の杜）     

   ・マジック、模造紙（文化の杜） 

       ○受講生が準備するもの      

  ・作業ができる服装       

 ・材料費 １名（１，０００）円      

           

 10 体験会場        

       沖縄県立博物館 実習室 

 

            

     

  

                       

             

           

           

           

             

             

             

             

             

      受付    ＊通路     

正面 

講師 
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紅型
びんがた

について 

紅型は、沖縄を代表する工芸品
こうげいひん

です。黄、赤などのあざやかな色や海と空を思わせる藍
あい

の

色など多彩
たさい

で美しく、私達の郷土
きょうど

に、このような世界に誇
ほこ

れる工芸が、受
う

け継
つ

がれてい

ることはすばらしいことです。 

 

〈紅型のはじまり〉 

今から２５０年ほど前には、今と同じ方法
ほうほう

で紅型が染められていたようですが、その技法
ぎほう

がどこの国から伝わり、いつ頃から作られてきたのか、よく分かっていません。 

 

〈 王朝
おうちょう

時代の紅型〉 

紅型で染められた着物
きもの

は、王様やその家族、その他、身分の高い人たちが身につけてい

ました。一般の人達はお祭りの芸能
げいのう

で着たり、少し裕福
ゆうふく

な人達がお祝いの時に着たりし

ていました。また、中国や欧米
おうべい

の国々へ贈
おく

り物として差し上げたりしています。 

 

〈紅型の染め方〉 

型紙を使う「型
かた

染
ぞめ

」と糊
のり

袋
ぶくろ

を使う「筒描
つつがき

」があります。どちらも、糊
のり

で色

を染めない所を作り、糊
のり

の無いところを染めます。 
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紅型の染め方（筒描
つつがき

） 
〔一日目にやること〕 

①  下絵を描
か

きます。 

②  下絵をベニヤ板に置いて、その上に布を張ります。 

③  下絵の線に合わせて、糊
のり

袋
ぶくろ

に入れた糊
のり

で、布に模様
もよう

を描
か

きます。 

☆糊
のり

で模様
もよう

を描
えが

くポイント！  

★ 糊袋
のりぶくろ

を少しななめにたおし、布に押
お

しつけながら描
か

きます。 

★ すばやく、一気
いっき

に糊
のり

を引きます。 

★ 糊
のり

がとぎれないようにします。 

 

〔二日目にやること〕 

④  糊
のり

が乾
かわ

いたら、色（ 顔料
がんりょう

）をすりこみます。 

★ 顔料
がんりょう

は、岩石
がんせき

です。水にとけません。さあ、どうやって染めるの

でしょうか？ よく先生を見てください！ 

 

⑤  染めた色がかわいたら、色
いろ

止
ど

めをします（ミョウバンをぬる）。 

★ そのまま洗
あら

うと色が取れてしまいます。 

 

〔三日目にやること〕 

⑥ かわいたら、水につけて、糊
のり

を洗い落として完成
かんせい

です。 

★ 洗
あら

う前に２時間ほど、水につけておきます。 

 



 

◆ 君ならどんなデザインにするかな？？ 

- みほん - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松竹梅
しょうちくばい

             ぼたん 

 

 MEMO 
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Ⅳ　博物館文化講座

１　博物館文化講座実施要項

(1) 主旨・目的

 　 　博物館の展示内容に関する沖縄の自然・歴史・文化等について、広い視点から分かりやすく楽

しく、有意義な学習ができるよう、文化講座を開催する。これを開催することにより、沖縄の自

然・歴史・文化に対する県民の意識の向上を図ることを目的とする。

(2) 内容

 　 　当博物館の展示内容と関連する自然史・人類・考古・歴史・美術工芸・民俗の各分野について

の講演、展示品の解説、実技指導、現地研修などを通して、県民各層が分かりやすく有意義に学

習できるよう企画されている。

(3)  実施日と場所

実施日：毎月1回、土曜日　午後２時～４時までの２時間

場  所：特に指定がない場合は、当館講堂（３F）

(4) 受講方法

当日先着200名（事前申込み不要）

回数 期　日 演　　　　　　題 講師名 定　員 参加者

431 ４月20日 ｢ アメリカ軍基地と沖縄経済－歴史のなかで考える－ ｣ 来間泰男 200 135

432 ５月18日 「首里王府の史書編纂事業『中山世鑑』から『球陽』まで」 田名真之 200 175

433 ６月８日 「沖縄の冠婚葬祭」 崎原恒新 200 182

434 ７月20日 「地質屋から見た沖縄の自然－化石と地史－」 大城逸朗 200 128

435 ８月17日
「ネイチャー・テクノロジーがつくる、あたらしい暮らしと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ものつくりの世界」
石田秀輝 200 52

436 ９月21日 「九州国立博物館におけるボランティア活動の実際」 上野知彦 200 70

437 10月19日 「世界の絣・沖縄の絣」 柳悦州 200 120

438 11月16日 「沖縄で学ぶジオ」～島々が語る地球の営み～ 尾方隆幸 200 66

439 12月21日 「きからじとジーファー」
小波則夫

又吉健次郎
200 197

440 １月18日 「遺跡出土銭貨が解き明かす琉球貨幣史　～古琉球・銭の物語～」 宮城弘樹 200 107

441 ２月23日 「三線を科学するパート１　～音の物理と心理的アプローチ～」　　 高良富夫 200 93

442 ３月15日 「三線を科学するパート２　－Ｘ線による健康診断－」 鳥越俊行 200 64
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２　文化講座の実施状況

　第 431 回　文化講座 「アメリカ軍基地と沖縄経済－歴史のなかで考える－」

  日時　2013年４月20日（土）　１４:００～１６:００　参加者135名

  講師　来間泰男（沖縄国際大学名誉教授）

  場所　沖縄県立博物館・美術館 講堂

　戦前から現在までの沖縄経済の状況を歴史事象の中で詳細なデータを示しつつ説明していった。総括的

には戦前の沖縄経済は日本経済との関係において「全体の一部」であったが、アメリカ軍占領下におい

て「分離・孤立させられた一つの経済」となり、日本復帰後は再び「全体の一部」となったものの、３

つの時期を通して「生産力水準の低位性」は変わっておらず、モノの生産を考えた場合、生産コストに

優位性がなく、輸送コストも相まって沖縄の不利な状況が今も克服されていないことが指摘された。その

上で沖縄経済をもともと「自立」できないものとしてとらえ、他に責任転嫁をせず県民が地道に努力す

る必要性が説かれた。また、返還跡地の経済発展を根拠とした基地撤去論に異をとなえ、経済問題を絡め

ない純粋な基地撤去を求めることの重要性が主張された。講演後半は聴衆との活発な質疑応答、意見交換

が時間いっぱいまで行われた。

　第 432 回　文化講座「首里王府の史料編纂事業『中山世鑑』から『球陽』まで」

  日時　2013年５月18日（土）　１４:００～１６:００　参加者175名

  講師　田名真之（沖縄国際大学教授）

  場所　沖縄県立博物館・美術館 講堂

　当講座は、首里王府がなぜ史料編纂事業を行ったのか当時の時代背景、人々の考え方などを交えた解

説で進められた。史書編纂事業は、島津侵入後の首里王府が王国の誇りを守るために取り組んだ。王命で

正史編纂を担った羽地朝秀が、「中山世鑑」を編集。その特徴として、江戸幕府への配慮から和文を主に

記述されていること、内容として源為朝渡来伝承と舜天伝承との合体など伝説的内容や年代などに非現

実的な部分がみられるが、正史編纂は琉球王国の権威を位置付けるものとなったとのことであった。その

後、蔡鐸・蔡温により「中山世鑑」は再編され、「中山世譜」と名付けられ、後に蔡鐸本、蔡温本と分類

されている。その相違についての解説に参加者は興味深く聞き入っていた。また、鄭秉哲が編集した「球

陽」は、正史の範囲を超えて、王国の森羅万象を網羅した書となっており、原本は不明、現存してある

ものはすべて写本であるとのことであった。史書編纂が行われた歴史的な背景を含め、琉球史を知る資料

の解説と内容の深い講座であった。

　　　　　講演を行う来間氏　　　　　　　　　　　　　　参観者との意見交換　　　　　　　　　　　　 会場いっぱいの参観者

　　   会場いっぱいの参観者　　　　　　　　　　わりやすい講話をおこなう田名氏　　　　　　 　　　　 貴重な資料の解説　 
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　第 433 回　文化講座 「沖縄の冠婚葬祭」

  日時　2013年６月８日（土）　１４:００～１６:００　参加者182名

  講師　崎原恒新（沖縄県民俗学会委員）

  場所　沖縄県立博物館・美術館 講堂

　当講座は、沖縄における昭和初期ごろまでの庶民の伝統的な結婚の概要、聞きたくてもなかなか聞く

ことのできない葬儀の概要についてを方言を交えた軽快な語りで進められた。昭和初期ごろまでの男女

交際の場であったモーアシビーは、漁に出る漁村にはなかったことや村内婚が主であった当時は村外婚

の場合青年会に罰金（馬手間）を支払う制度など、男女平等が叫ばれる現在では、想像できない内容が

多々あり驚くばかりであった。葬儀については、死の判定や火葬の考え方、読経者など葬儀全般が現在と

大きく違う点や副葬品など共通する点などが紹介された。墓に関しては、洗骨の時期や仮墓、墓の新築に

関することまた村墓、門中墓等について写真での解説があり、なかなか聞けない内容に来館者も興味を

引かれていた。核家族化が進み祖父母から昔の話を聞く機会も無くなってきているなか、次の世代へ継承

することの大切さを感じた貴重な講話であった。

　第 434 回　文化講座「地質屋から見た沖縄の自然－化石と地史－」

  日時　2013年７月20日（土）　１４:００～１６:００　参加者128名

  講師　大城逸朗（理学博士）

  場所　沖縄県立博物館・美術館 講堂

　講座の導入として、講師がモロッコで購入したアンモナイトや三葉虫など30枚以上の写真を用いて示

準化石について解説が行われた。ユーモアを交えた内容に初めて化石の話を聞く参加者にも分かりやす

く、化石と地史の話に引き込まれていった。沖縄トラフについての説明では、琉球列島はかつて大陸の

一部だったが、地盤の沈降により東シナ海や海峡の成立によって切り離され、徐々に島々へと移行して

いった。琉球列島が大陸と陸橋を形成していたころ多くの種類の動植物が渡来し、今日の琉球列島の自然

形成の基盤となっている。沖縄本島やんばるの森で、ヤンバルクイナなど固有種が形成されていった背景

がうなづけた。講話の後半で、宮古島は、化石種や現生種の存在からきわめて特異な地域で、今後の地史

解明のキーとなるところであり、自然史研究の拠点としたい。また、その重要性を若い世代に伝えたいと

いう講師の思いが強く伝わった。

　　   うちなー口を交えた解説　　　　　　　　　     会場いっぱいの参観者　　　　　　　　　　  　   資料映像の解説

　　　 会場いっぱいの参観者　　　　　　　      ユーモアのある口調で語る大城氏　　　　　　　　     日本近海の様子を紹介
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　第 435 回　文化講座「ネイチャー・テクノロジーがつくる、あたらしい暮らしとものつくりの世界」

  日時　2013年８月17日（土）　１４:００～１６:００　参加者52名

  講師　石田秀輝（東北大学教授）

  場所　沖縄県立博物館・美術館 講堂

　当講座は、色々なものに囲まれた豊かさの中で生活している私たちに、環境を保全しながら豊かに生

きるためにはどうすればよいのかを問かけるようにはじまった。地球環境問題の背景には、人間活動の肥

大化があり、それが大量のエネルギー資源消費につながっている。東日本大震災後、私たちは、エネル

ギー資源問題をはじめ様々なことを考えさせられた。講話では、限られた資源を活用したあたらしい暮ら

しとものつくりとして、ネイチャー・テクノロジーが紹介された。ネイチャー・テクノロジーとは、厳し

い環境制約の中で、心豊かな暮らしのかたちを描き、それに必要なテクノロジーを自然の中に探し、自

然の力を賢く使うこととの解説が行われた。このシステムから無電源エアコン、雨が降れば汚れが落ちる

表面、水の要らない風呂、家庭農場、トンボの風力発電機などが次々と創出されたと紹介があった。現在

の生活の在り方について、考えさせられることが多くある講座であった。

　第 436 回　文化講座シンポジウム「九州国立博物館におけるボランティア活動の実際」

  日時　2013年9月21日（土）　１４:００～１６:００　参加者70名

  講師　上野知彦（元九州国立博物館主任研究員）

  場所　沖縄県立博物館・美術館 講堂

  当講座では、「九州国立博物館におけるボランティア活動の実際」と題し上野氏による講演が行われた。

これまで九州国立博物館が取り組んできたボランティア養成講座の概要をはじめ、ボランティアの方々

の自主的な活動を写真等での紹介を交え分かりやすい解説が行われた。来観者に博物館を楽しんでもらう

ための体験活動サポートや展示物説明、また、他館ではあまり例のない環境保全活動（IPM）などボラン

ティアの方々の主体的な活動が紹介された。九博では、ボランティアの任期があり卒業イベント企画など

の紹介もあった。年間来観者数100万人を超す九州国立博物館のボランティア活動の取り組みに、参観者

は興味を持ち話しに聞き入っていた。多様化するニーズへの対応、地域への開放など学ぶことが多い講座

であった。

       データ解説をする講師　　　　　　　　　　　     講演をする石田氏　　　　　　　 　　         解説に聞き入る参観者

         解説をする上野氏　　　　　　　　　　　　       講演会場の様子　　　　                    九博の取り組み紹介



－ 44 －－ 44 －

　第437回　文化講座「世界の絣・沖縄の絣」

  日時　2013年10月19日（土）　１４:００～１６:００　参加者120名

  講師　柳悦州（沖縄県立芸術大学教授）

  場所　沖縄県立博物館・美術館 講堂

　沖縄には、琉球王国時代から様々な織物が各地に残っており、その技法の一つに絣がある。当講座で

は、世界の絣と沖縄の絣について、柳先生の貴重な絣織物のコレクションを提示しながら解説が進めら

れた。はじめに、世界の絣として、シルクロード沿い諸国、インド、東南アジアの絣織物について紹介が

あった。絣の模様の特徴として左右・上下対称紋様、モザイク紋様などが上げられ、その製作方法の違い

などが解説された。沖縄では、首里王府への貢納布に八重山、宮古、久米島の織物があり、その後の絣技

法発展に関係している。糸をずらしながら模様を作る方法は独特で、世界の中でも、とても注目される特

異な技法との説明があった。王国時代の位の高い人々が着用していた絣は紋様が大きく、実物が紹介され

ると参観者は興味深く見入っていた。今回の講座で、端正な美しい織物である世界各地の様々な絣の魅力

と沖縄の絣織物への関心が更に高まった。

 

  

　第 438 回　文化講座「沖縄で学ぶジオ～島々が語る地球の営み～」

  日時　2013年11月16日（土）　１４:００～１６:００　参加者66名

  講師　尾方隆幸（琉球大学 教育学部 生涯教育課程 准教授）

  場所　沖縄県立博物館・美術館 講堂

　ジオとは、地球や土地を表す言葉である。普段なかなか耳にしない用語であるが、当講座では、視聴覚

映像も交え、素人にも理解しやすい形で講演が進められた。沖縄では、亜熱帯島嶼・サンゴ礁・石灰岩地

域に特有の自然景観がみられる。ジオダイバーシティ、ジオコンサベーションとは、地球科学を対象とす

る自然の多様性を保全すべきという考えのことである。ジオパークでは、その地質遺産を保全し、地球科

学の普及に利用し、さらにジオツーリズムを通じて地域社会の活性化につなげるとのこと。視聴覚教材で

は、本部半島カルスト地域の事例が紹介された。また、県内の他地域でも資源や景観を持続的に保全して

いこうという動きがあり専門家を交えて準備が進められているとのこと。地球の成り立ちや沖縄特有の自

然景観を知り、それを保存継承していくことの大切さを考える機会となった。

       会場いっぱいの参観者　　　　　　　　　　　　　　　              　貴重な資料を用いての解説

　　　　 　講演会場の様子　　　　　　　　　　　　　　 講演をする尾方氏　　　　　　　　　　　　　熱心に聞き入る参加者
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　第439回　文化講座「きからじ」と「ジーファー」

  日時　2013年12月21日（土）　１４:００～１６:００　参加者197名

  講師　小波則夫（小波琉きからじ結家元）　又吉健次郎（金細工師・七代目金細工またよし）

  場所　沖縄県立博物館・美術館 講堂

　沖縄の伝統芸能を彩る装いの技「きからじ」と「ジーファー」と題し、結髪の第一人者である小波氏

と、七代目金細工師又吉氏による実演を交えた講演が行われた。講座前半は、古波蔵氏により、王族や士

族の婦女子の髪型として気品を重んじる「首里結い」と男性士族の髪型「欹髻（カタカシラ）」について

の解説が行われた。続いて、小波氏により男女のモデルを対象に実演が舞台で繰り広げられた。滅多に見

ることのできない結髪の技（手元をクローズアップ）に参観者は引きつけられていた。講座後半は、又吉

氏より、首里王府時代から続く金細工またよしの歴史と工房の紹介がされた。戦後先代の誠睦氏により

ジーファー、結び指輪、婚礼の房指輪が復元され、7代目健次郎氏へ継承された。続いて、弟子によるジー

ファー打ちの基本である角ウチの実演が行われた。又吉氏の軽快な語り口に会場は、笑いありの和やかな

雰囲気に包まれた。きからじの実演、角ウチ、琉舞の演舞と見応えのある充実した講座であった。

　第 440 回　文化講座「遺跡出土銭貨が解き明かす琉球貨幣史～古琉球・銭の物語～」

  日時　2014年１月15日（土）　１４:００～１６:００　参加者107名

  講師　宮城弘樹（名護市教育委員会）

  場所　沖縄県立博物館・美術館 講堂

  貨幣とは経済的には流通手段、価値貯蔵、価値尺度の３つの機能が上げられる。私達が日常生活で当然

のように使用している「お金」について、琉球史を交えた内容で講座が進められた。貝塚時代の出土銭貨

として明刀銭、五銖銭、７～ 12世紀の遺跡やグスク、御嶽等30数か所から出土した開元通宝、琉球鋳造

の貨幣など遺跡から出土する銭から琉球貨幣史についての解説がなされた。これまで、沖縄のグスク時代

遺跡からは約2万枚の多様な形態の銭が出土しているが、時代や場所において多寡があり構成も様々であ

ることが紹介された。また、古琉球・近世琉球の時代では、ある程度市中において銭が利用され、当時の

人々も銭についての知識があったのではないかという解説がされた。出土銭貨研究から、琉球史における

政治、経済、文化、社会構造等新たな側面が見えてくるのではないか。今後の研究が待たれる。

　　 　　 実演を行う小波氏　　　　　　　　　　　　　 実演解説をする又吉氏　　　　　　　　　　　　　   講師の方々

　　　　　解説する宮城氏　　　　　　　　　　　　　　　　講演会場の様子　　　　　　　　　　　　　出土状況についての解説
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　第 441 回文化講座「三線を科学するパート１～音の物理と心理的アプローチ～」

　日時　2014年２月23日（日）　１４:００～１６:００　参加者93名

  講師　高良富夫（琉球大学工学部長）

  場所　沖縄県立博物館・美術館 講堂

　三線の音を科学的に解明するとは、どういうことなのか。講演の前半は、周波数スペクトルや音色と周

波数の関係ついて、周波数成分表を提示しながら解説が行われた。私たちは、色々な音を聴いたとき、瞬

時に音色を聞き分けることができる。それは、音色が周波数成分や時間的な変化を含んだ、様々な要素で

成り立っていることを示す。演奏者から聴衆に伝わる音楽は、物理的には、音波のみが届いていて、心理

的な感じ方として、音楽への知識などが影響していることがわかっている。講演の後半は、三線の名器と

呼ばれる盛嶋・翁長・志多伯・湧川・富盛・江戸与那を用いて行われた実験について解説が行われた。絹

絃とナイロン絃を比較した実験と開鐘胴内部の凹凸と扁平を比較した実験結果が報告された。高良氏は、

演奏家や三線製作者が持つ共通の音の良さを科学的に確認する必要があるとし、今後も実験を継続して

いくとのことであった。音色を科学的に考える興味深い講演であった。

　第 442 回文化講座「三線を科学するパート２－Ｘ線による健康診断－」

　日時　2014年３月15日（土）　１４:００～１６:００　参加者64名

  講師　鳥越俊行（九州国立博物館　主任研究員）

  場所　沖縄県立博物館・美術館 講堂

　「三線を科学するパート２」と題して、鳥越氏による講演が行われた。私たちが健康診断を行うよう

に、ＣＴスキャナを用いることによって、等身大の文化財を短時間で高精度に構造調査ができ、多様な

資料を素早くデジタル化できるとのことであった。九州国立博物館で実際に行った仏像、漆、てつはうの

ＣＴスキャナ資料をもとに解説が行われ、外見では確認できない複雑な構造の解明につながったことな

どがわかった。三線の調査結果は、盛嶋開鐘附胴、志多伯開鐘、富盛開鐘附胴、江戸与那、健堅与那、源

河ウェーキ胴のＣＴスキャナ調査からコンピュータによる画像処理によって、胴の切り込みが盛嶋、富

盛、志多伯で違いがあることや棹部分の材質が場所によって違いがあったり、ほぞの角度など内部構造

を知ることができた。また、データを基に３Ｄ作成された胴が展示され、参観者は実際に手に取り映像で

はわかりにくい内部構造に見入っていた。

（金城久枝）

          会場の参観者　　　　　　　　　　　　　        講演する高良氏　　　　　　　　　　　　   実験結果についての解説

　　　　　講演会場の様子　　　　　　　　　　　　　 ＣＴスキャナ画像の解説　　　　　　 　 ３Ｄプリンタで制作した胴を解説する鳥越氏
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【プロフィール】
1965 年宇都宮大学卒業。琉球政府農林局を経て、宇都宮大学大学院農学研究科（修士課程）を 70 年に修了。
同年国際大学講師。1972 年沖縄国際大学へ移籍、82 年教授。2010 年退職、沖縄国際大学名誉教授。主な著
書に『沖縄の農業（歴史のなかで考える）』『沖縄経済評論批判』（日本経済評論社）『沖縄県農林水産行政史
第 1・2巻』（農林統計協会、九州農業経済学会学術賞受賞）、『沖縄経済の幻想と現実』（日本経済評論社、伊
波普猷賞受賞）、『沖縄の米軍基地と軍用地料』（榕樹書林）、ほか著書論文多数。「沖縄史を読み解くシリーズ」
を刊行中。

　基地がなくなると、沖縄経済は困るのか。それとも、かえって
元気になるのか。
　基地がなくなると困るからという理由で基地の返還に消極的に
なり、基地がなくなると経済がよくなるからという理由で基地の
返還に賛成するという、そういうことでよいのだろうか。
　また、沖縄経済は「基地経済」だといわれてきたが、今もそう
なのか。
　いつまでも「自立」できないのは、政策・政治が悪いからなのか。
それとも、沖縄経済の体質の問題なのか。沖縄経済とアメリカ軍
基地との関係を、戦前・アメリカ軍占領下・日本復帰後と変遷し
てきた歴史をたどりながら、沖縄経済の「自立」とは何かじっく
り考えます。

キーワード：基地建設　基地収入　基地経済　軍用地料　基地跡地利用　北谷町・新都心の「繁栄」　沖縄特別待遇財政　沖縄経済の「自立」

主催 : 沖縄県立博物館・美術館 〒900-0006 沖縄県那覇市おもろまち３丁目 1 番１号　　TEL. 098-941-8200
開館時間：9時～ 18 時（金・土は 20 時まで）、毎週月曜日休館（月曜日が祝日の時は、翌平日）

画像：宜野湾市提供

キーワード：基地建設　基地収入　基地経済　軍用地料　基地跡地利用　北谷町・新都心の「繁栄」　沖縄特別待遇財政　沖縄経済の「自立」

【プロフィール】
出身地：与那原町板良敷　1943 年生まれ。　
現在、うるま市「具志川市史」編集委員、沖縄市史編集委員など。
著書『沖縄・奄美の歳事習俗』明玄書房（共著）1975、『沖縄・奄
美の祝辞』 明玄書房（共著）1977、『沖縄の年中行事』沖縄出版 
1989、『八重山ジャンルごと小事典』ボーダーインク 1999、『琉球
死後の世界』むぎ社 2005

崎原　恒新 氏講師：

さき　はら　　　　  こう      しん

祭
葬
婚
冠

の
縄
沖

　人の一生の中で特に大きな比重を占めるものに誕生・
成人（一人前）・結婚・葬式があります。その中で成人・
結婚を除けばあとは、周囲の人たちが様々な形で
やってくれるものです。本人の記憶にはないものとな

 　人生八十年といいます。長い人生を短い時間で語る
ことは厳しい。そこで、今回は人生あれこれという
ことで、結婚と葬式にしぼってお話をいたします。
　ハジチ・モーアシビー・婚期・選択・馬手間・写真結婚
冥婚・死の予兆・葬式（葬儀・人形の葬式・龕・火葬
副葬品）・あの世の話・お墓の話等々です。

うま    で        ま めい こん 比嘉崋山画「琉球風俗画全(結婚式嫁入)」

「龕(がん)」

がん

〇キーワード：ハジチ、モーアシビー、婚期、選択、馬手間、写真結婚、冥婚、死の予兆、葬式、あの世の話、お墓の話

主催 : 沖縄県立博物館・美術館 〒900-0006 沖縄県那覇市おもろまち３丁目 1 番１号　　TEL. 098-941-8200
開館時間：9時～ 18 時（金・土は 20 時まで）、毎週月曜日休館（月曜日が祝日の時は、翌平日）

ります。

「中山世譜」（蔡温本）

「中山世鑑」「中山世譜」  ( 蔡鐸本 ) 

へん　　 さんへん　　 さん

【プロフィール】
1950 年生まれ、神戸大学文学部卒業
沖縄国際大学 ( 総合文化学部 ) 教授 / 南島文化研究所所長 /首里城整備検討委員会委員 /沖縄県文化財保護審議会委員
沖縄県県史編集委員会委員 / 那覇市歴史博物館運営委員 /宜野湾市市史編集委員会委員　他
○主な著書：『沖縄近世史の諸相』（ひるぎ社1992年）、「琉球家譜の成立と門中」『系図が語る世界史』（青木書店2002年）
　　　　　  『クニンダ人物志 1 　蔡氏』（久米崇聖会、2008 年） 等
○共著：『図説　琉球王国』（河出書房新社 1993 年）、『沖縄県の歴史』（山川出版社 2004 年）
　　　　『鼎 　久米毛氏四百年記念誌』（久米国鼎会 2008 年） 等

講師：

　琉球の歴史書として、『中山世鑑』や『中山世譜』、『球陽』など
があり、沖縄の歴史の研究や叙述する際の基本資料であることは
よく知られている。また、その編集にあたったのが、羽地朝秀や
蔡温といった歴史上著名な人物であることも周知のことであろう。
　ところで、上記の書の他にも、沖縄の歴史や文化、祭祀にかか
わる『琉球国由来記』や『琉球国旧記』、『琉球国碑文記』
の時期は、17世紀半ばから18世紀半ばの一世紀の間であり、さ
らにいうと、そのほとんどが 1690 年代から 1730 年代の
約 50 年間に集中しているのである。
　今回は、これが何を意味しているのか、また正史として編集さ
れたであろう『中山世鑑』の他に『中山世譜』や『球陽』が編纂
されたのは何故か等々について、その歴史意識も含めて考えたい。

だ　    な　     まさ    ゆき

ちゅうざん せい かん きゅうようちゅうざん  せい    ふ

はね    じ ちょうしゅう

さい   おん

主催 : 沖縄県立博物館・美術館 〒900-0006 沖縄県那覇市おもろまち３丁目 1 番１号　　TEL. 098-941-8200
開館時間：9時～ 18 時（金・土は 20 時まで）、毎週月曜日休館（月曜日が祝日の時は、翌平日）

〇キーワード：家譜編集、歴代宝案、冊封使録、自己確認、異国琉球　

14時～16時（開場13時半）
当日先着200名（予約不要）
沖縄県立博物館・美術館 ３階講堂

【プロフィール】
出身地：浦添市　1942 年生まれ

現在：「おきなわ石の会」会長、おきなわワールド博物館顧問、北谷町・宜野湾市・浦添市・八重瀬町・南城市各教育委員会

　　　文化財調査審議会委員、宮古島地下水水質保全対策協議会委員

著書：『失われた生物―沖縄の化石』新星図書出版・1987、『沖縄の自然―その生い立ちを訪ねて』平凡社 ( 共著 )・1975

　　　『琉球の自然史』築地書館 ( 共著 )・1980、『沖縄の島じまをめぐって』築地書館 ( 共著 )・1982、『琉球弧の地質誌』

　　　沖縄タイムス社 (共著 )・1985、『琉球弧の成立と動物の渡来』沖縄タイムス社 (共著 )・2002、『宮古の自然と文化』

　　　新星出版 ( 共著 )・2003、『宮古の自然と文化　第 3集』新星出版 ( 共著 )・2011

講師：
おお　しろ　　  いつ   ろう

　化石というと、不思議に子どもも大人も興味を示す。化石は、今から1万年前以前の生き物
の遺骸やその痕跡が石になって残ったものである。遺骸には、骨や歯や貝殻、それに木の葉、
痕跡には足跡や巣穴や糞などがある。化石を調べることによって、生物の生きていた地質年代
や環境などを知ることができる。沖縄からは、多くの種類の珍しい動物や植物が知られている。
講座では、化石から島々のなりたちを知り、ヤンバルクイナなどが現在も棲息している訳や自
然の保全について考えていく。
　また今回は、特に巳年に因み、彼らは沖縄が島々に分離するのを目撃した唯一の証人 (蛇 )
で貴重動物であることを、ハブ類の名誉のためにお話したい。

い  がい

〇キーワード：琉球列島、地質、古生物、化石、環境、地史、古地理、ハブ類
シカ化石層

褶曲した嘉陽層

こせいぶつ こ  ち   り

主催 : 沖縄県立博物館・美術館 〒900-0006 沖縄県那覇市おもろまち３丁目 1 番１号　　TEL. 098-941-8200
開館時間：9時～ 18 時（金・土は 20 時まで）、毎週月曜日休館（月曜日が祝日の時は、翌平日）
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水の要らないお風呂 あわ ⇒ 

つち ⇒ 

かたつむり ⇒ 汚れがつきにくく取れやすい表面 

無電源空調機 

とんぼ ⇒ 微風でも発電可能な
風力発電機 

家庭農場

微生物の多様性

⇒
 

14時～16時（開場13時半）
当日先着200名（予約不要）
沖縄県立博物館・美術館 ３階講堂

博物館特別展
「海・山・川のおくりもの　目からウロコの大生き物展～生物多様性ホットスポット JAPAN ～」関連催事

【プロフィール】
2004 年㈱ INAX（現 LIXIL）取締役 CTOを経て現職、ものつくりのパラダイムシフトに向けて国内外で多くの発信を続けている。特に、
2004 年からは、自然のすごさを賢く活かすあたらしいものつくり『ネイチャー･テクノロジー』を提唱。また、環境戦略政策を横断
的に実践できる社会人の人材育成や、子供たちの環境教育にも積極的に取り組んでいる。地球村研究室代表、ネイチャーテック研究
会代表サステナブル・ソリューションズ理事長、ものつくり生命文明機構理事、アースウォッチ・ジャパン理事ほか。 
近著：「ヤモリの指から不思議なテープ」( アリス館 2011)、「未来の働き方をデザインしよう」( 日刊工業新聞  2011)
　　　自然に学ぶ！ネイチャー・テクノロジー（Gakken Mooku2011）、キミが大人になる頃に ( 日刊工業新聞  2010)　
            地球が教える奇跡の技術 ( 祥伝社 2010)、自然に学ぶ粋なテクノロジー（Dojin 選書 化学同人 2009）ほか多数。

講師：
 いし　 だ　      ひで      き

　東日本大震災を通して、限られたエネルギーや資源で心豊かに暮らすと
はどういうことなのか、私たちはいま真剣に考えそれを行政や教育、企業
活動の中に活かしていかねばなりません。では、豊かであることと地球環
境制約は両立するのでしょうか?環境と経済は本当に両立できるものなの
でしょうか?答えはイエスです。
　ただ、そのためには従来の思考回路即ち、現状を基盤とした足し算や引
き算の思考 (フォアキャスティング思考 )から、足場そのものを変えて考え
る (バックキャスト思考 )ことが求められます。
　この手法を使って、自然に活かされていることを知り、自然を活かし自
然を往なすことを楽しみ、厳しい地球環境制約の中で、我慢することなく
心豊かに暮らすとはどういう事なのか、そしてそれに必要なテクノロジー
とはどのようなものなのか、皆さんと考えてみたいと思っています。

〇キーワード：東日本大震災、バックキャスト思考、フォアキャスト思考、心豊かなライフスタイル、地球環境問題、ネイチャーテクノロジー、トンボの風力発電機

ち きゅう  かん

い

  きょうせい やく

主催 : 沖縄県立博物館・美術館 〒900-0006 沖縄県那覇市おもろまち３丁目 1 番１号　　TEL. 098-941-8200
開館時間：9時～ 18 時（金・土は 20 時まで）、毎週月曜日休館（月曜日が祝日の時は、翌平日）

主催 : 沖縄県立博物館・美術館 〒900-0006 沖縄県那覇市おもろまち３丁目 1 番１号　TEL. 098-941-8200
開館時間：9時～ 18 時（金・土は 20 時まで）、毎週月曜日休館（月曜日が祝日の時は、翌平日）

14時～16時（開場13時半）
当日先着200名（予約不要）
沖縄県立博物館・美術館 ３階講堂

の

の

【プロフィール】
1952 年東京生まれ。1975 年玉川大学工学部機械工学科卒業。柳悦孝（よしたか）織物工房に入所し織物制作と
研究を行う 2000 年信州大学大学院工学系研究科修了、博士（工学）、2003 年沖縄県立芸術大学附属研究所教授。
2009 年～ 2012 年附属研究所長。現在、附属研究所教授、芸術文化学研究科（博士課程）研究科長。
また、絣織物を中心に織物制作をおこなうとともに、織物技術論、織物技術史を研究。1991年よりラオスの織物
文化調査を継続、1998 年よりシルクロード沿い諸国の手織機調査、2007 年より日本民藝館展審査委員。

やなぎ　　　　　   よし        くに

【報告書】：「シルクロード織機研究」（2002年）、「続シルクロード織機研（2006年）シルクロード研究センター紀要
【論　文】：「沖縄の天秤腰機と紋織の復元」（2005 年）沖縄県立芸術大学附属研究所紀要、「ラオスの平整経式腰機」
2012 年国立民族学博物館特別展「世界の織機と織物」実行委員、図版「世界の織機と織物」作図担当

　沖縄の特徴的な織物技法として絣があります。世界各
地には、さまざまな絣技法がありますが、沖縄は多彩な
技法が展開し、端正な美しい織物が織られてきた特性が
あります。織物の素材も、苧麻・芭蕉・絹・木綿などが
使われ、その素材にあった絣技法が展開してきました。

　講座ではスライドや実物資料を使い、世界各地の絣を
紹介しながら、それぞれの絣織物文化を考えます。また
沖縄の絣織物の特性について明らかにしていきたいと思
います。

ちょ　ま

■キーワード：沖縄の染織、工芸と民藝、シルクロードの染織、ラオスの織物、手織機、絣、絹、織物技術、織物技術論、工芸史

左：八重山の絣（日本民藝館蔵）／右：御絵図（沖縄県立博物館・美術館蔵）

主催 : 沖縄県立博物館・美術館 〒900-0006 沖縄県那覇市おもろまち３丁目 1 番１号　TEL. 098-941-8200
開館時間：9時～ 18 時（金・土は 20 時まで）、毎週月曜日休館（月曜日が祝日の時は、翌平日）

14時～16時（開場13時半）
当日先着200名（予約不要）
沖縄県立博物館・美術館 ３階講堂

【プロフィール】
H12～ H16　福岡県青少年科学館 専門員（天文係・教育普及係）として、おもに小中学生にプラネタリウムでの星空解説や
サイエンスショー等を行い、科学教育の普及に従事。H20 ～ H24　九州国立博物館（福岡県立アジア文化交流センター）
交流課ボランティア室主任研究員として、ボランティア運営に従事。現在は久留米市立櫛原中学校に勤務。

 うえ　     の　　       とも　    ひこ

　年間 100 万人以上の来館者が訪れる九州国立博物館。
そこで活動する “九州国立博物館ボランティア” は、来館
者に博物館を楽しんでもらうために展示物の説明や体験活
動のサポート等はもちろんのこと、他の博物館ではあまり
例のない博物館内の環境保全や博物館資料に関わる活動な
ど、幅広い活動・取り組みを、主体的・自主的に行ってい
ます。
　今回の講座では、九州国立博物館ボランティアのそのよ
うな活動を紹介するととともに、どのように組織され、運
営されているかをお話ししたいと思います。

■キーワード：九州国立博物館、ボランティア、主体的・自主的、８分野１２グループ、任期３年、企画から実施まで、ＩＰＭ

主催 : 沖縄県立博物館・美術館 〒900-0006 沖縄県那覇市おもろまち３丁目 1 番１号　TEL. 098-941-8200
開館時間：9時～ 18 時（金・土は 20 時まで）、毎週月曜日休館（月曜日が祝日の時は、翌平日）

14時～16時（開場13時半）
当日先着200名（予約不要）
沖縄県立博物館・美術館   3階講堂
※会場内は冷風が強くあたる場所があります。上着やひざ掛けを
　お持ちください。

鹿児島県

沖縄県

台湾

【プロフィール】
「琉球大学教育学部准教授（自然地理学）。筑波大学大学院修了、博士（理学）。
琉球列島ジオサイト研究会代表、本部半島ジオパーク推進協議会顧問のほか
粟国村ジオツーリズム推進計画や沖縄県地震被害想定調査の委員などを務める。

お　   がた    たか     ゆき

　「沖縄で学ぶジオ」にはどのような特徴があるでしょうか。
「沖縄を学ぶ」ではなく「沖縄で学ぶ」ことにはどのような
意味があるのでしょうか。
　沖縄県と鹿児島県にまたがる琉球列島には、日本本土ではみ
られない地球科学的遺産が豊富にあります。これらを「珍しい
もの」ととらえるか「ありふれたもの」ととらえるか、その
スタンスによって、みえてくるものは大きく異なります。
　これまで沖縄の自然・文化資源の珍しさがいろいろなところ
で強調されてきました。しかし、この講座は違います。一見す
ると珍しいものから、ありふれた現象を読み解くことに挑戦しま
す。「普遍性を見抜く最適な素材はどこにある？」というセンス
で島々の魅力を探ってみましょう。

〇  キーワード：ジオダイバーシティ、ジオコンサベーション、ジオサイト、地球科学、自然環境、地球環境、持続可能性、生涯教育、学校教育

左上：硫黄島（火山島）、右上:喜界島（サンゴの石垣）
左下：伊平屋島（砂嘴）
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14時～16時（開場13時半）
当日先着200名（予約不要）
沖縄県立博物館・美術館 ３階講堂

【プロフィール】
結髪は，沖縄の伝統芸能で、役柄に合った伝統的な髪型を
結い上げる技術である。講師の小波氏は、終戦後、沖縄芝
居の劇団で役者を務めながら髪結いの技術を習得、昭和
34 年に琉球結髪「小波流」を創設した。以後、琉髪師と
して数多くの舞台に参加する他、髪結い技術の指導者とし
て、県立芸大や国立劇場おきなわ等で講師を務めた。
2008 年 国選定保存技術保持者に認定＜選定保存技術結髪
（沖縄伝統芸能）＞、2010 年 旭日双光章を受勲、2013 年 
沖縄県功労者章を受章。著書　『きからじの世界』1995 年

講師：

こ        なみ       のり     お

【プロフィール】
金細工は、貴金属を加工して、かんざしや指輪など沖縄
の伝統的な装飾品を製作する技術である。かつては首里
王府が所管する職人で「金細工師」と呼ばれた。又吉家
は代々同職を継承し、健次郎氏で七代目となる。昔なが
らの手法にこだわり、本来の美しさを追求するだけでな
く、新たな可能性を求めて若手の育成にも尽力している。
2008 年 白洲賞を受賞、2009 年 沖縄タイムス賞文化賞
を受賞、2012 年 沖縄県功労者章を受章

講師：

また   よし         けん     じ      ろう

りゅう  れい

つち      おと

ゆい     がみ

かん     ぜー       く           し

たん     のう

　沖縄の伝統芸能を彩る装いの技 ―「きからじ」と「ジーファー」
いにしえから受け継がれた至高の技が、いま舞台の上で一つに
融合して新たな美を創り出す！
　本講座では、琉球結髪の第一人者・小波則夫氏による、若手
舞踊家をモデルに起用して伝統的な「からじ結い」の実演と演
舞を行います。後半では、金細工師・又吉健次郎氏と弟子によ
るジーファー打ちの基本である「ジーウチ（髄打ち）」の実演
と工房の映像を紹介します。
　小波氏の結い上げる流麗な「きからじ」の世界と又吉氏の力
強くリズミカルな槌音から造り出された「ジーファー」の世界
を十分に堪能してください。

〇キーワード
きからじ、ジーファー、結髪、カタカシラ、金細工、かんざし、房指輪、結び指輪

右：「ジーファー各種」、左「講演会の様子」

主催 : 沖縄県立博物館・美術館 〒900-0006 沖縄県那覇市おもろまち３丁目 1 番１号　　TEL. 098-941-8200
開館時間：9時～ 18 時（金・土は 20 時まで）、毎週月曜日休館（月曜日が祝日の時は、翌平日）

写真上：音声合成スペクトルエディタの画面　下：波形、スペクトル、基本周波数 写真：盛島開鐘

1983 年　東京工業大学大学院　博士課程修了　工学博士
1989 年　沖縄研究奨励賞受賞（研究テーマ：琉球方言の音声・音韻の情報処理）
1991 年　カーネギー・メロン大学客員研究員
1995 年　琉球大学教授（工学部情報工学科）
2002 年　琉球大学・総合情報処理センター長
2006 年　日本音響学会九州支部長
2009 年　琉球大学・大学教育センター長
2011 年　 琉球大学・工学部長
現在に至る

たか       ら　  とみ       お

【プロフィール】

〇キーワード：三線、音、物理、心理、音楽、基本周波数、振幅、スペクトル

　音は、物理的な音波であるとともに、人間の聴覚で捉えら
れる心理的なものでもあります。さらに音楽で使われる歌声
や楽器音は、楽音と呼ばれ、音楽的な内容も持っています。
音の高さ、大きさ、及び音色は、聴覚心理的な用語であり、
物理的には、それぞれ、音波の基本周波数、振幅、スペクトルが、
ほぼ対応します。
　講座では、琉球大学でつくられた「音声合成スペクトルエ
ディタ」を用いて、音の物理的な特性が心理的にどのような
感覚を生じさせるかを、実験により示します。三線の音の「良さ」
を科学的に研究するためには、まず、演奏家や三線製作者が
共通にもつ音の「良さ」を明らかにする必要があります。そして、
その「良さ」と物理的特徴の関係を明らかにします。

三
線

音
の
物
理
と
心
理
的
ア
プ
ロ
ー
チ

科
学

三
線

科
学

三
線
ををを

科
学
す
る
す
る
す
る

●

　
　
　
　

  

●

●

　
　
　
　

  

●

14時～16時（開場13時半）
当日先着200名（予約不要）
沖縄県立博物館・美術館   3階講堂
※会場内は冷風が強くあたる場所があります。上着やひざ掛けを
　お持ちください。

　遺跡から出土した銭は「出土銭貨」と呼ばれています。同じ

貨幣でも愛好家によっ て収集される「古銭」とは区別され、考

古学研究の対象資料となります。 

　先史時代の沖縄の遺跡からは、しばしば中国唐朝の銭である

開元通宝が出土します。 また、古琉球・近世琉球の時代は一般

庶民が銭を目にする機会はほとんどなく、貨幣流通はほとんど

低調だったと思っている方も多いのではないでしょうか。

　実は、これまで行われた沖縄県内のグスク等の調査では、約

２万枚の銭が出土しています。このことから、古琉球・近世琉

球の時代でもある程度、市中において銭が利用され、当時の人々

も銭について知識があったと考えられます。

　本講座では、琉球・沖縄における貨幣の歴史を、遺跡出土の

銭を紹介しながら一緒に考えていきたいと思います。

せん   か

こ   せん

かい げん   つう ほう

主催 : 沖縄県立博物館・美術館 〒900-0006 沖縄県那覇市おもろまち３丁目 1 番１号　TEL. 098-941-8200
開館時間：9時～ 18 時（金・土は 20 時まで）、毎週月曜日休館（月曜日が祝日の時は、翌平日）

14時～16時（開場13時半）
当日先着200名（予約不要）
沖縄県立博物館・美術館   3階講堂
※会場内は冷風が強くあたる場所があります。上着やひざ掛けを
　お持ちください。

む　 もん   せん

琉
球
貨
幣
史

【プロフィール】

名護市教育委員会文化課（学芸員）。 沖縄国際大学大学院修了（考古学）

今帰仁村教育委員会を経て 2012 年から現職。

みや　　ぎ　 ひろ       き

キーワード：琉球、貨幣史、グスク時代、出土銭貨、渡来銭、無文銭、貨幣の機能

「徐葆光  『中山伝信録』掲載の琉球の貨幣」　上「今帰仁城跡出土銭」、下：「徳之島天城町松原西区出土銭」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

写真：3D胴の三次元断面画像（盛嶋開鐘）写真：富盛開鐘

平成  9  年　　島根大学大学院理学研究科地質学専攻修士課程修了　理学修士
平成 15 年　　岡山大学大学院自然科学研究科精密応用化学専攻博士後期課程修了
平成 同 年　　九州国立博物館（仮称）設立準備室　研究員
　　 19 年　　九州国立博物館　主任研究員　（現在に至る）
22・23 年度　九州産業大学芸術学部　非常勤講師
24・25 年度　熊本大学工学部　客員教授

【プロフィール】

〇キーワード：三線、Ｘ線ＣＴスキャナー、健康診断、非破壊調査、３Ｄプリンター、文化財

とり　ごえ　　　とし   ゆき

　Ｘ線ＣＴスキャナーは人間の健康診断に用いられていま
すが、文化財でも同様に用いられています。今回いくつか
の三線をＣＴ調査し健康診断すると共に、全体をデジタル
化しました。また、皮が張ってあるため見ることのできな
い胴の内部についても、ＣＴの調査で内側の加工や木組みに
ついて多くの情報が得られました。さらに、このデータを
活用し３Ｄプリンターで立体模型も製作しました。 講座で
は、ＣＴでの調査方法やその結果得られた胴の構造、３Ｄプ
リンターによる立体模型の製作などについて、九州国立博
物館で行った科学調査の結果をご紹介します。 

ををを
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  ●

三線 科学
－Ｘ線による健康診断－
三線三線 科学科学するするする
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14時～16時（開場13時半）
当日先着200名（予約不要）
沖縄県立博物館・美術館   3階講堂
※会場内は冷風が強くあたる場所があります。上着やひざ掛けを
　お持ちください。

Part 2
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Ⅳ　博物館学芸員講座

１　博物館学芸員講座実施要項

(1) 主旨・目的

 　 　博物館の展示内容に関する沖縄の自然・歴史・文化等について、学芸員が広い視点から分かり

やすく講義・展示解説し、楽しく有意義な学習を通して、県民の意識の向上を図ることを目的と

する。

(2) 内容

 　 　当博物館の自然史・人類・考古・歴史・美術工芸・民俗の各分野の担当学芸員が行う講義・展

示解説・実技などを通して、県民各層が楽しく、より深く沖縄について学べるよう企画されてい

る。

(3)  実施日と場所

実施日：毎月1回、土曜日  午後２時～４時までの２時間

場  所：博物館講座室を基本とする

(4) 受講方法

当日の来館参加という形をとり、基本的に予約はしない。

※８月３日・12月７日開催回のみ、事前申込制

回数 期　日 演　　　　　　題 講師名 定　員 参加者

 １ ４月13日 「南の島の化石調査～ゆるゆる洞窟探検記～」　　　 藤田裕樹 80 42

 ２ ５月４日 「目からウロコの大生き物展～生き物よもやま話」 山﨑仁也 80 71

 ３ ６月１日 「土器の話－かけらが語る島と人の6000年－」  山崎真治 80 70

 ４ 

７月31日

８月１日

８月２日

夏休み企画

「夏休み！博物館学芸員教室」
P63 ～ P66参照

 ５ ８月３日 「博物館バックヤード探検」 金城久枝 15 15

 ６ ９月７日 「イロイロな「色」のはなし」 與那嶺一子 80 121

 ７ 11月23日 「藍壺から琉球藍の製藍業をさぐる」 大湾ゆかり 80 86

 ８ 11月９日 「琉球王国時代の地図～館収蔵の古地図を中心に～」 崎原恭子 80 116

 ９ 12月７日 「嘉津宇岳ジオツアー」 仲里　健 80 15

 10 １月11日 「国頭村宜名真沖で沈没した謎の異国船を追え！」 片桐千亜紀 80 85

 11 ２月１日
「先生のための展示説明会

～プチ解説をしてみたい先生のために～」
岸本 弘人 80 55

 12 ３月１日
「ウチナーンチュが好いた名器三線の音色

～ 2012年度名器三線の音聴取実験の結果を踏まえて～」　
園原 謙 20 101
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２　学芸員講座の実施状況

　第１回　学芸員講座「南の島の化石調査～ゆるゆる洞窟探検記～」

　日　時　2013年４月13日（土）　１４:００～１６:００　参加者42名

　講　師　藤田祐樹（人類）         

　場　所　博物館講座室             

　沖縄では、化石は洞窟内の堆積物から見つかることが多く、県内各地の発掘調査で数多くの発見があ

る。なかでも、同県内で化石人骨が数箇所から発掘されているのは、日本中探しても沖縄ぐらいとのこ

と。2006年からの調査紹介として、ハンダガマ遺跡、武芸洞遺跡、白保竿根田原洞穴遺跡、サキタリ洞遺

跡での発見物についての解説に参観者から驚きの声があった。特に、サキタリ洞遺跡の発掘には非常に興

味を引かれた。また、通常は知りえない発掘の裏側として、伊良部島タウワインミアブ調査での命がけの

洞窟探検の内容に、会場からは笑い、発見物に感嘆の声ありであった。

　更新世人類の発見によって、人類の進化の過程が徐々に明かされつつあり、 その謎を解き明かすた

め、発掘調査が行われている。その重要性を改めて考える事ができた講座であった。

　第２回　学芸員講座「目からウロコの大生き物展～生き物よもやま話」

　日　時　2013年５月４日（土）１４:００～１６:００　参加者71名

　講　師　山﨑仁也（生物）    

　場　所　美術館講座室、正面玄関横

　７月から開催される「目からウロコの大生き物展」に関連しての講座に多くの親子連れが参加した。種

とは何か？という問いに子どもも大人も一緒になって考える場面あり、ワークシートや標本の活用あり

など参加者に考えさせ興味を引く内容であった。生き物の系統樹の解説では、最初の生き物を深海の想像

図で説明し、生物の進化では、細菌と菌類の違い、進化には何億年もかかること、系統樹の枝分かれが

近いほど近い仲間との説明等があった。また、生物多様性ホットスポットになる2つの理由や日本に生物

が多いのは、気候、海流の影響があること。沖縄県のヤンバルに、珍しい生き物が多く生息している説明

に参加者は聞き入っていた。後半は、実物大のザトウクジラに色を塗ってみようという内容で、子ども達

は目を輝かせていた。

　　 洞窟探検に興味津々の参加者　　　　　　　　　　　解説をする藤田学芸員　　　　　　　　　　　　数多くの県内発掘箇所

　　　　多くの親子連れ参観者　　　　　 　  会場からの質問に答える山﨑（仁）学芸員　　　　　　　  ザトウクジラの色塗り
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　第３回　学芸員講座　「土器の話－かけらが語る島と人の6000年－」

　日時　2013年６月１日（土）　１４:００～１６:００　参加者70名

　講師　山崎真治（人類）

　場所　博物館講座室、常設展示室

　土器とは？から始まった講座は、土器と陶磁器の違いから始まり、アンデス、シリア、朝鮮半島、中

国といろいろな土器の紹介が行われた。土器は、世界各地で出土されているが、用途は時代によって生業

や生活様式がことなることから地域によっても大きく違いがある。日本では、１万2000年前の土器の煮こ

ぼれ痕から魚を食べていたことが確認されているが西アジアでは、焼き料理中心の食事のため、煮炊き

の土器は必要なかったのではないかなど解説が進められた。沖縄の土器の起源は、6000 ～ 7000年前で、

読谷渡具知東原遺跡は大きな発見との説明があった。また、胎土分析から在地的な土器であるか外部から

搬入されたのか産地を推定することができるとのこと。講座後半は、実際の土器を見ながらの解説に参加

者は聞き入っていた。土器からは、時代変化、地域的変化がわかり、社会の変化を解明する手がかりとな

ることがわかった。

　第５回　学芸員講座「博物館バックヤード探検」

　日時　2013年８月３日（土）午前１０:００～１２:００　　参加者15名

　講師　金城久枝（教育普及）

　場所　博物館実習室、博物館バックヤード

　当講座は夏休みの特別企画として子どもたちに、博物館の紹介と通常関係者以外の入室を制限してい

る場所バックヤードの探検を行う調べ学習の場とした。前半は、博物館の紹介とそこで働く人々の紹介

を行い、その後バックヤード探検を行った。初めて見る博物館の裏側に子どもたちは興味津々であった。

５万冊を超える図書資料や、独特の臭いが漂う自然史実験室、１階の液寝室では、アルコール液に付け

られた小動物を恐る恐る見入っていた。冷凍庫では、マイナス10℃の世界を肌で体感。子どもたちはそれ

ぞれにメモを取ったりカメラ撮影するなど情報収集に取り組んでいた。探検後はポスターでの報告書作成

を行い、博物館のバックヤード探検内容について各自工夫を凝らしまとめるこができた。

土器の説明をする山崎（真）学芸員　　　　　　　　　　　　多くの参加者　　　　　　　　　　　　実際の土器を前に解説（展示室）

　　　動物の骨や化石に興味津々　　　　　　　　　　　　 いよいよ収蔵庫へ　　　　　　　　　　　 工夫を凝らし報告書を作成
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　第６回　学芸員講座「イロイロな「色」のはなし」

　日時　2013年９月７日（土）　１４:００～１６:００　参加者121名

　講師　與那嶺一子（美工）

　場所　博物館講座室

　イロイロな色のはなしと題して、與那嶺学芸員による講座が行われた。色について人間は、10万色以上

の識別能力を持っているが、科学的な側面と民族や歴史、習慣などの文化的な側面で色は違って見える

とのこと。「玉色」について沖縄ではサファイヤの色（宝藍色）、中国では青緑色と解釈に違いがあるなど

解説が行われた。また、ウチナーンチュの色認識として、焼物の五色、織物の五色、暮らしの中の色が紹

介され、琉球の人達が好む色は、強い光に負けない色ではないかとのことであった。貢納布（久米島紬）

の色は、黄色は国内向け、茶色は江戸（大和）向けと作り分けており、紅型で使われる色の名称も日本

とのやり取りの中で変化していった様子が示された。琉球人の美意識について深く考える、目からウロコ

の講座であった。

 

　第７回　学芸員講座「藍壺から琉球藍の製藍業をさぐる」

　日時　2013年11月23日（土）台風のため日時変更　１０:００～１２:００　参加者86名

  講師　大湾ゆかり（民俗）

  場所　博物館講座室

　沖縄の北部山間地を中心に活況を極めた琉球藍の製藍業について、藍壺の遺構をたどりながら紹介が

行われた。前半は製藍業について、後半は藍の盛衰に関する解説が行われた。製藍作業として、アイ葉の

刈り取りは雨の多い時期に行われ、これを発酵させて、泥藍に仕立てる。アイ葉が発酵するピークを見極

め液を分離するタイミングや石灰の量など、職人の勘により行われる難しい作業とのことだった。藍の盛

衰として、明治後半から昭和初期にかけての生産に関するグラフでは 、収穫量と価格などから藍の需要

と供給の関係が見えてきた。また、旧士族が開墾に関わった事などが解説された。明治から昭和初期の製

藍業に関する詳細な調査内容が参観者の興味を引く講座であった。

　　 　解説をする與那嶺学芸員               　　　　 会場いっぱいの参観者          　　　　　      色について解説

　　　　　 講師の大湾学芸員　　　　　　　　　　　　講座室いっぱいの参観者　　　　　　　　　　　　　藍壺の構造解説
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　第８回　学芸員講座「琉球王国時代の地図～館収蔵の古地図を中心に～」

　日時　2013年11月９日（土）　１４:００～１６:００　参加者116名

　講師　崎原恭子（歴史）

　場所　博物館講座室、常設展示室

　当講座は、「琉球王国時代の地図」と題して、崎原学芸員による講座が開催された。首里王府の地図制

作のヒミツと地図に含まれる当時の沖縄をひも解く手がかりが紹介された。古琉球期の琉球を記した地図

は、実測をともなった地図ではなく、大まかな位置関係が示されたものであった。行基図（日本図）で

は、琉球は域外として表されていることなどから、当時の琉球へのまなざしを知ることができる。18世紀

になると、人口増加に関わる町方の土地把握を目的に積極的な土地測量が行われた。当時の測量方法にに

ついての解説、古宇利島の印部石の紹介などがされた。講座後半は、常設展示室で解説が行われ「首里古

地図」や「琉球国惣絵図（間切集成図）」では、製作者のまなざしや当時の人々が知り得た情報などが紹

介された。地図変遷から、琉球の歴史を考えることができた講座であった。

　第９回　学芸員講座「嘉津宇岳ジオツアー」

　日時　2013年12月７日（土）　１０:００～１３:００　参加者15名

　講師　仲里健（地学）

　場所　名護市　嘉津宇岳

  「嘉津宇岳ジオツアー」と題して、地学担当仲里学芸員による野外での講座が開催された。ジオツアー

とは、地理学や地質学の専門家による解説を聴きながら、自然景観の仕組みや成り立ちを読み解くツ

アーのこと。講座は、嘉津宇岳へ登頂しながら岩石観察のポイントや石灰岩が作り出すカルスト地形の解

説など初心者にも分かりやすく進められた。時代を推測する示準化石、環境を知ることができる示相化石

についての解説も行われた。サンゴの化石が見つかれば、当時その場所が熱帯の浅い海であったことが推

測できるとのこと。山頂において、本部半島には、日本でも珍しい円錐カルスト地形が見られることや、

鍾乳洞の形成で水不足が無いことなどが解説された。野外観察をとおし、ジオパークなど自然が作り出す

景色やそれらを保全していかなければならないことがわかった。今回、登山が初めてという参加者もいた

が体調不良や怪我もなく無事終わることができた。

　　　　会場いっぱいの参観者　　　　　　　　　　 古地図解説をする崎原学芸員　　　　　　　　　  　常設展示室での解説

　　　　　　登頂前の説明　　　　　　　　　　　 地形について解説する仲里学芸員　　　　　　　　  嘉津宇岳登頂後の参加者
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　第10回　学芸員講座「国頭村宜名真沖で沈没した謎の異国船を追え！」

　日時　2014年１月11日（土）　１４:００～１６:００　参加者85名

　講師　片桐千亜紀（考古）

　場所　博物館講座室

  今回の講座は、考古学の研究成果がまとめられるまでの過程をひもとくという形で、講座が進められ

た。琉球王国末期には、琉球近海に多くの外国船が来航し、たびたび座礁沈没したとの記述が残されてい

る。それと関連する遺跡として、国頭村宜名真集落に存在するオランダ墓、奥集落の鉄錨、各地に転用さ

れた石材（沖縄では採掘されない花崗岩）が紹介された。2003年から始まった宜名真沖海底の調査（第１

次から第３次）では、考古班が海底調査を行い、歴史担当班が文献調査を進めていく中で、沈没した船

の名称、乗組員氏名、香港から花崗岩を積載していた可能性など様々な事実が解明されていった。海底で

の調査は、陸上と違い様々な困難を極めるが、研究者の地道な調査から研究がまとめられていくことが

伝わる講座であった。

　第11回　学芸員講座「先生のための展示説明会～プチ解説をしてみたい先生のために～」

　日時　2014年２月１日（土）　１４:００～１６:００　参加者55名

　講師　岸本弘人（歴史）

　場所　博物館講座室、常設展示室

  当講座は、教師を対象に当館の総合展示室を利用して、沖縄の歴史を児童生徒に説明する時のポイン

トをレクチャーするという形で行われた。講座前半は、県内学校の博物館利用の現状や博物館総合展示室

の構成、表示の見方などが説明された。総合展示室のプチ解説ポイントとして、日本史と対比させた琉球

史の時代把握の方法、説明は短く行い資料をじっくり見せるようにする工夫、押さえたい年代などが上

げられた。講座後半は、実際に総合展示室において、展示解説が行われた。多くの参加者が、各ポイント

でメモを取りながら真剣な眼差しで解説に聞き入っていた。授業で博物館を活用する時に、教師が解説を

行うことで児童生徒の興味関心が引き出せるのではないか。教師が博物館にある「もの」を活用し、授業

へ還元できる非常に有意義な講座であった。

　　　　　 　会場の様子　　　　　　　　　　　　　古文書を解説する片桐学芸員　　　　　　　　　　　　質疑応答の様子　

　　　　　 会場の参加者　　　　　　　　　　　　　  　解説をメモする参観者　　　　　　　　　 ポイントを解説する岸本学芸員
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　第12回　学芸員講座「ウチナーンチュが好いた名器三線の音色

　　　　　　　　　　　－2012年度名器三線の音聴取実験の結果を踏まえて－」

　日時　2014年３月１日（土）　１４:００～１６:００　参加者101名

  講師　園原謙（美術工芸）

  場所　博物館講座室、常設展示室

　昨年、琉球王国時代の三線の音色を復元し、現代人が嗜好する三線の音色はどちらなのかという聴取

実験が行われた。用いられた三線は、名器と呼ばれる「盛嶋、翁長、志多伯、湧川、富盛、江戸与那」の

６挺。実験内容は、①絹絃とナイロン絃の違い②凹凸胴と扁平胴の違い③棹の新旧の違い④材質の違い⑤

型の違い、対象者はＡ三線製作者、Ｂ入賞歴有実演者、Ｃ嗜む人、Ｄ疎遠者で行われた。実験結果から

音色のとらえ方は、対象者によって違いがあることなどが解説され、実験継続の必要性があるとのこと

だった。講座後半は、文化財指定に向け戦後開拓し、9500挺の三線調査が行われ、350挺の三線がハワイ

にあることなどが紹介された。また、明治時代の新聞記事から明治33年頃、三線の弾き合い大会が行われ

ていたのではないかという内容も紹介された。企画展「三線のチカラ－形美と音の妙－」では、多くの参

観者が解説に聞き入っていた。ウチナーンチュの三線観について時代を超え考える講座となった。

　

（金城久枝）

　　　　会場いっぱいの参観者　　　　　　　　　　 展示室で解説する園原学芸員　　　　　　　　　　 解説に聞き入る参観者　
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藤田学芸員をさがそう！

写真のどこかに必ずいます。
・・

博 物 学 芸 講 座員館

①
②

③ ④

博 物 学 芸 講 座員館

〇 キーワード：土器、考古学、沖縄、胎土、文様

南城市武芸洞遺跡（ガンガラーの谷内）出土土器片

下田原式土器

たいど

博 物 学 芸 講 座員館

ミサゴ

～生き物よもやま話～

博物館特別展
関連プレイベント

対象：15名（小学校 3年生～中学校 3年生）

博 物 学 芸 講 座員館

申込期間：7月 26 日（金）18時まで
申込方法：事前申込制（TEL、来館）

はく                   ぶつ                    かん

〇 キーワード：探検、裏側、部屋、冷蔵庫、自由研究

講師：金城久枝（教育普及担当）

おき　　なわ　　けん　　りつ　　  はく　     ぶつ　　かん　　  ・　　　び　　  じゅつ      かん

はく　  ぶつ        かん        じっ      しゅう      しつ

はく　　　ぶつ　　　かん　　　　がく　　　げい　　　    いん　　　　こう　　　   ざ

うらがわ　　　　 ふ    つう

たんけんたい

ほうこく

しょ

 たん  けん うら  がわ れい ぞう     こ じ　ゆう けんきゅう

たん
けん
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博 物 学 芸 講 座員館

 ○キーワード：「玉色」「ふけ」「紅型」

　　　　　         「久米島紬」「貢納布」「す々竹」

　

いち　こ

「勅諭より頒賜品部分」

　「紅型の色を確認する」 

ちょく ゆ

こう  のう    ふ

博 物 学 芸 講 座員館 ～

けんりゅうおおごしはい

写真：「琉球国惣絵図（間切集成図）首里・那覇・久米村・泊村・真和志間切・小禄間切・豊見城間切・南風原間切」 

かい とう  しょ こく   き はり   ず げん  ぶん   けん  ち そう    え     ず
 ○キーワード
     琉球王国時代、『海東諸国記』と「琉球国図」、「針図」、最先端の測量術の導入と発達、乾隆大御支配（元文検地）、琉球国惣絵図（間切集成図）

 けんりゅうおお  ご     し    はい  ま   ぎりしゅうせい   ず

写真：「琉球国惣絵図（間切集成図）　伊平屋」 

そん しょく

博 物 学 芸 講 座員館  ○キーワード：リュウキュウアイ　琉球藍　染料　 藍壺　屋取　やんばる　遺構
やーどぅい

「藍壺の遺構」 

上：「製藍作業」、左下：「藍壺の遺構」、右下：「リュウキュウアイの葉」

あ
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球
藍
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藍

■日程【予定】
    10:00 ～ 10:10 勝山区公民館集合・受付（10 分）
→10:10 ～ 10:25 事前説明（15 分）
→10:25 ～ 10:30 登山口に車で移動（5分）
→10:30 ～ 11:30 登山（1時間）
→11:30 ～ 12:00 登頂・解説（30 分）
→12:00 ～ 12:50 下山（50 分）
→12:50 ～ 13:00 まとめ・解散（10 分）　

博 物 学 芸 講 座員館

※応募者多数の場合は、抽選となります。
※参加していただける方のみ 11/29（金）までに　
　ハガキでご連絡します。

●　　　●

　ジオツアーとは、地球科学（地理学や地質学）の専門家によ
る解説を聞きながら、自然景観の仕組みや成り立ちを読み解く
ツアーです。今回は、嘉津宇岳に登り、本部半島の石灰岩とカ
ルスト地形について学びます。
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博 物 学 芸 講 座員館

写真右：「オランダ墓の墓碑」 写真左：「国頭村奥漁港の西欧型鉄錨」 

写真右：「異国船の部品と積荷」 

ぎ        な        ま

ぼ        ひ

てん    まつ

てつ   びょう

ざん    がい

てつ    びょう

博 物 学 芸 講 座員館

●キーワード：三線、開鐘、盛嶋開鐘、江戸与那、真壁型、文化財、胴、工芸品、楽器、三線の音色、三味線会、競鳴会
写真上：５挺の開鐘三線と江戸与那（6挺とも沖縄県指定有形文化財）けーじょー もりしまけーじょー え    ど      ゆ     な ま   かび がた きょうめいかい

「琉球人座楽并躍之図」

比嘉崋山作「琉球風俗画帖」
沖縄県指定有形文化財
「三線盛嶋開鐘　附胴」

（右から盛嶋開鐘、翁長開鐘、志多伯開鐘、湧川開鐘、富盛開鐘、江戸与那）

博 物 学 芸 講 座員館
写真：「旧首里城正殿鐘（万国津梁の鐘）と進貢船模型」
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Ⅵ  展示解説会

１　博物館展示解説会実施要項

(1) 主旨・目的

 　 　博物館の展示内容に関する沖縄の自然・歴史・文化等について、学芸員が広い視点から分かり

やすく講義・展示解説し、楽しく有意義な学習を通して、県民の意識の向上を図ることを目的と

する。

(2) 内容

 　 　当博物館の自然史・人類・考古・歴史・美術工芸・民俗の各分野の担当学芸員が行う講義・展

示解説を通して、県民が楽しく、より深く沖縄について学ぶことができる。

(3)  実施日と場所

実施日：毎月１回、第２木曜日  午後２時～３時までの１時間

場  所：博物館常設展示室

(4) 受講方法

定員なし（事前申込不要、13：55にふれあい体験室に集合）

(5) 日程

日程 分野 講師名 参加者 ボランティア

１ ４月27日（木） 考古 片桐千亜紀 23 10

２ ５月９日（木） 人類 藤田祐樹 16 7

３ ６月13日（木） 美術工芸 與那嶺一子 17 12

４ ７月11日（木） 歴史 岸本弘人 14 10

５ ８月８日（木） 生物 山﨑仁也 10 4

６ ９月12日（木） 民俗 大湾ゆかり 28 9

７ 10月10日（木） 人類 山崎真治 6 4

８ 11月14日（木） 地学 仲里健 16 6

９ 12月12日（木） 民俗 久場政彦 17 10

10 １月９日（木） 生物 山﨑仁也 13 8

11 ２月13日（木） 歴史 崎原恭子 25 16

12 ３月13日（木） 美術工芸 園原謙 25 8

合計人数 210 104
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２  実施状況

　 　常設展の展示解説会は、展示資料を前に、学芸員がパネル文だけでは補いきれない「博物館ならで

はの最新の調査報告や情報」を踏まえた内容を紹介している。参加者の内訳は、博物館ボランティアが

全体の約50％を占め、その他年間パスポートや友の会会員、個人のリピーターの参加が定着している。

常設展の展示解説会は、各学芸員が１回ずつ担当し、全12回210名（定員なし、平均参加人数18名）の

参加を集めた。

　 　企画展・特別展における展示解説会では、全７回208名（定員なし、平均参加人数30名）の参加者

があった。企画展「海・山・川のおくりもの目からウロコの大生き物展～生物多様性ホットスポット

JAPAN」では７名が参加し、海・山・川に生息する、それぞれの生物の特徴などについて解説を実施し

た。また、企画展「サキタリ洞遺跡発掘調査速報展 ｣では、１日２回・全4回141名（定員なし、平均参

加人数35名）が参加。人類の誕生地から、サキタリ洞での発掘・調査について、展示物と共に解説し

た。各回30名を超す参加者が集まり、質疑応答も活発に行われた。企画展「三線のチカラ―形の美と音

の妙―」では、60名（定員なし）が参加した。学芸員講座後に開催したこともあり、講座で話した三線

の歴史や展覧会に向けて調査した聴取実験の結果などを解説した。（冝保・大濵）

学芸員による展示解説会　定員なし

日程 テーマ 講師名 参加者 ボランティア

1 ８月８日（木）
「海・山・川のおくりもの目からウロコの大生き物展～ 

生物多様性ホットスポット JAPAN」
山﨑仁也 7 7

学芸員による展示解説会　定員なし

日程 テーマ 講師名 参加者 ボランティア

1
２月20日（木）

「サキタリ洞遺跡発掘調査速報展 ｣関連　展示解説会」

山崎真治
39 6

2 32 3

3
２月22日（土） 藤田祐樹

39 3

4 31 6

学芸員による展示解説会　定員なし

日程 テーマ 講師名 参加者 ボランティア

1 ３月１日（土）   「三線のチカラ―形の美と音の妙―」 園原謙 60 10
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Ⅶ  バックヤードツアー

１　バックヤードツアー実施要項

(1) 主旨・目的

 　 　博物館が持つ、調査・研究・保存の機能を担う収蔵庫や各部屋を学芸員が分かりやすく解説

し、普段見る事のできない博物館の機能の見学を通して、文化財への県民の意識向上を図る事を

目的とする。

(2) 内容

 　 　普段見る事のできない博物館内の各部屋を見学する。

(3)  実施日と場所

実施日：毎月１回、今年度は基本第１土曜日    午後２時～３時までの１時間

場  所：博物館バックヤード

(4) 受講方法・定員

受講方法：当日９時から総合案内にて受付。

定    員：12名（当日先着順）

(5) 実施状況

 　 　バックヤードツアーは、より専門性を生かした内容とリピーターづくりを目指し、学芸員が月

ごとに講師を務めた。安全性を考慮し、常に学芸員と文化の杜スタッフの2名体制で臨んだ。

 　 　学芸員研究室～研究資料室（書庫）～自然史実験室～トラックヤード～写真撮影室～冷凍室

～工作室を基本コースとしたが、収蔵庫は専門分野を中心に案内することにより、資料に関

する質問にも的確に対応することができた。また、建物の構造やＩＰＭ（Integrated  Pest  

Management：総合的病害虫管理）の取り組み、資料の修復について解説するなど、来館者に博物

館の役割や使命を理解してもらうための工夫が担当毎に見られた。参加者層は、県外からの旅行

客を含む一般来館者が大多数を占め、夏休み期間中は、親子連れが目立った。全12回104名（定員

12名、平均参加人数８名）の参加があった。

（大濵萌子）

(6) 日程

日程 講師名 定員 参加者

1 ４月27日（土） 崎原恭子 12 11

2 ５月18日（土） 藤田祐樹 12 12

3 ６月22日（土） 山崎真治 12 2

4 ７月27日（土） 大湾ゆかり 12 12

5 ８月24日（土） 岸本弘人 12 12

6 ９月28日（土） 與那嶺一子 12 8

7 10月26日（土） 金城久枝 12 3

8 11月23日（土） 山﨑仁也 12 10

9 12月14日（土） 仲里健 12 6

10 １月25日（土） 園原謙 12 6

11 ２月22日（土） 久場政彦 12 13

12 ３月22日（土） 片桐千亜紀 12 9

合計人数 144 104

※５月18日は、国際博物館の日のため、10：00 ～ 11：00
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Ⅷ  夏休み！博物館学芸員教室

１　夏休み！博物館学芸員教室実施要項

(1) 主旨・目的

 　 　学芸員が、夏季休暇中の児童生徒を対象に、沖縄の自然、歴史、文化に関する自由研究や調査

研究等について、可能な限り博物館の情報を提供し、郷土への興味・関心を高める。

(2) 内容

 　 　総合・部門展示、ふれあい体験室、情報センターなどの博物館の機能を紹介し、博物館を通し

た、沖縄の自然、歴史、文化について子ども向けの教室を行う。

(3)  実施方法

対　象：県内の小学生・中学生

実施日：平成25年７月31日（水）から８月２日（金）まで

時　間：10：00 ～ 16：30  ＊１教室およそ90分程度

定　員：各分野20名程度（当日先着順）  ＊教室によって変更あり

参加料：無料

場　所：実習室を中心に。

(4) 受講方法

①各分野の担当学芸員日程表をチラシ等で表示し、参加者を募る。

②事前申込制  ※応募者多数の場合抽選

③各担当学芸員の指示のもと、諸注意を守り受講する。

　２　実施状況

日時 ７月31日 ( 水 ) ８月１日 (木 ) ８月２日 (金 )

10:00 

～

11:30

印じゃなーい？ 

岸本　弘人 

( 歴史担当 ) 

材料費1,000円

参加者 

10人

糸を作ってみよう！ 

～着るものにどれだけの 

生き物を利用してきたのか～ 

與那嶺　一子　 

( 美術工芸担当 ) 

材料費500円

参加者 

10人

民具手帳をつくろう！ 

大湾　ゆかり 

( 民俗担当 ) 

材料費200円

参加者 

19人

13:00 

～

14:30

動物の歯と食べ物の 

関係を研究せよ 

藤田　祐樹 

( 人類担当 ) 

材料費300円

参加者 

21人

神が宿る石「勾玉」を 

削りだそう！ 

片桐　千亜紀 

( 考古担当 ) 

材料費500円

参加者 

20人

砂の中から宝を探せ 

仲里　健 

( 地学担当 ) 

参加無料

参加者 

15人

15:00 

～

16:30

動物の歯と食べ物の 

関係を研究せよ 

藤田　祐樹 

( 人類担当 ) 

材料費300円

参加者 

20人

神が宿る石「勾玉」を 

削りだそう！ 

片桐　千亜紀 

( 考古担当 ) 

材料費500円

参加者 

17人

砂の中から宝を探せ 

仲里　健 

( 地学担当 ) 

参加無料

参加者 

15人

＊15：00以降の3コマ目は、応募者多数の為、増設

＊応募総数253人 / 参加者数：147人 ( 定員150人 )
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☆印じゃなーい？
　   印じゃなーいでは、普段気に留めることのない、書や絵、文書に押されている印の役割について考え、

好きな文字で印作りが行われました。

 　 

 

　　

☆動物の歯と食べ物の関係を研究せよ
　   動物の歯をじっくり観察することから、食べ物による歯の構造の違いに気づき、肉食動物？雑食動物？

と参加者は興味を持ってスケッチに取り組んでいました。
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☆糸を作ってみよう！
　   糸作りでは、材料となる植物の苧麻観察やカイコから糸がとれる工程等を体験し、ものを作りだす大

変さ生物の大切さを実感したようでした。

 　 

 

　　

☆神が宿る石「勾玉」を削りだそう！
　   勾玉作りでは、オリジナルの勾玉作成が行われ、研磨に手こずりながらも、権力の象徴として神が宿

る石とされた勾玉の歴史やお守りとしての役割を知る機会となりました。
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☆民具手帳をつくろう！
　   民具手帳づくりでは、オリジナル民具手帳を作成し、展示室で昔の道具を調べ、現在と昔の生活の違

いをノートにまとめました。

 　 

 

　　

☆砂の中から宝を探せ
　   砂の中から宝を探せでは、星砂と呼ばれる砂が実は　有孔虫の遺骸で、海砂には他にも生物遺骸が含

まれていることを実体顕微鏡で海砂を観察し発見することができました。

（金城久枝）
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Ⅸ  ふれあい体験室

１　ふれあい体験室の概要

(1) ふれあい体験室の位置づけと目的

 　 　「ふれあい体験室」は、ハンズ・オン展示の資料を通して来館者同士、来館者とスタッフ、ま

た、ここで展示されている“おきなわ”との「ふれあい空間」創りをめざしている部屋です。こ

の部屋は、常設展示として、総合展示、部門展示と補完しあい、また、実習室や野外体験プログ

ラムと連携し、効果的に運用できる機能を併せもっています。

 　 　さらに、この部屋は館内における教育普及活動の拠点施設となり、来館者に発見や感動の喜び

を提供する場として、教育のさらなる向上に寄与する展示・プログラムの開発を行う場ともなり

ます。

(2) 体験キットの位置づけ

 　 　展示物 ( 体験キット ) は、沖縄の「自然のしくみ」と「先人の知恵」を触れる・見る・聞くな

どの五感で体感できる操作や組立てなどの遊びを通じて、展示資料を深く学ぶことができます。

 　 　体験キットは、教育普及資料として位置づけられるもので、沖縄の自然、考古、歴史、美術工

芸及び民俗などの内容に基づき、すべてが触れることのできるものとします。

 　 　体験キットは、来館者が資料に触れあうことで目的が達成するものとして準備されています。

来館者が自主的に触れることが出来る様にするために、職員や親子、一般の方々といった様々な

人が参加する雰囲気作りを心がけていきます。ふれあい体験室では、能動的に“沖縄の「自然の

しくみ」や「先人の知恵」”を発見・再発見することができる展示とします。

(3)  ふれあい体験室・体験キットの対象者

 　 　基本的に小学校中学年（３年生以上）を対象としています。しかし、テーマに沿った展示手法

の工夫により、幼児から就学年齢の子ども、または大人にとっても楽しめる空間創りを目指して

います。

(4) 体験キットの分類

 　 　ふれあい体験室は、自由に体験キットを利用することを基本としています。しかし、体験キッ

トによっては安全性や耐久性の面で使用時の注意や制限がかかるものもあります。ふれあい体験

室では、体験キットを分類し、配置されているゾーンによって、使用制限のランクを分けていま

す。

見取り図（ゾーニング図）
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２  体験キットの種類

３  スタッフの配置状況

 　ふれあい体験室は常駐の職員１名（文化の杜共同企業体）と、１日３交替の博物館ボランティア

スタッフで運営している。

 　職員は、常勤スタッフ１名とアルバイトスタッフ４名で構成。所定の研修を受けた「ふれあいスタ

ッフ」を、配属している。ボランティアスタッフは、曜日別の班で活動を行い、各所属班内で世話係

が連絡調整することにより、安定した活動を維持する体制ができあがっている。ふれあい体験室の

「ふれあい空間づくり」には、ボランティアスタッフのサポートが大きな力となっている。

No. ５ No.14 No. ８
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４  利用者状況

　今年度のふれあい体験室の来場者は、53,140人（１日平均174人）。県内外より展覧会に訪れる来館者を

はじめ、幼児から小学生の家族連れや友達同士で訪れるリピーターが定着している。常設している27件の

体験キットは種類が豊富なため、リピーターのこどもたちは成長に合わせ、楽しめる幅を広げて利用し

ている。開設から６年が経過したふれあい体験室は、来館者とスタッフが顔なじみになるなど、博物館の

交流の場となっている。

　毎週土曜日に開催している「ふれあい体験室ワークショップ【５-( １)】」は、４年目になりプログラ

ムの充実を図ったことで参加者が増加している。ワークショップの開催は来館を促すきっかけとなり、飽

きさせない環境づくりになっている。

５  ふれあい体験室の取組み

 （1）ふれあい体験室ワークショップ

 　 　今年度のふれあい体験室ワークショップは、体験キットを充実・発展させることを目的に、各分野

担当学芸員や専門の指導者と協力して４つのプログラムを開催した。未就学児から大人まで広い世代

に参加してもらえるよう、難易度を低くすることや、短時間で取り組める内容を選定した。参加者に

は、講座の要点をまとめた「博士カード」を配布した。「博士カード」は、集める楽しさも取り入れた

ことで、リピーターの姿もみられた。(主催：文化の杜共同企業体 )

 　  場所：ふれあい体験室前エントランスホール 講師：ふれあい体験室スタッフ１名

　　　　　（文化の杜共同企業体：渡部貴子、平良尚人、三枝大悟、比屋定智子、渡久山海理） 

 　対象：５才～大人 (小３以下、保護者同伴 )

 　参加者数：1,326人／一日平均28人

 　①　ふれたい博士の「てづくりおもちゃ」

　　　 内　　容： 体験キット№19「いろいろな玩具」から、マーニー（クロツグ）やアダンの葉でつく

った昔のてづくりおもちゃを、カラフルな画用紙やソフトテープで作製した。

　　　 日　　時：４月～６月の毎週土曜日（６/29休館）

　　　 　　　　　１回目10:00「馬グヮー」

　　　 　　　　　２回目10:30「カエル」

　　　 　　　　　３回目11:00「星コロ」

　　　 　　　　　４回目11:30「ハブグヮー」

　　　 参 加 費：100円

　　　 参加者数：330人（開催日数12日／一日平均28人／各日定員40人）

 　②　ふれたい博士の「封入標本」

　　　 内　　容： 体験キット№２「小さな生き物の大きな仕事」から、乾燥標本をプラスティック樹脂

で固め「封入標本」を作製した。

　　　 日　　時：７月～９月の毎週土曜日

　　　 　　　　　１回目10:00「サメの歯の化石」

　　　 　　　　　２回目10:30「サンダンカ」

　　　 　　　　　３回目11:00「星砂」

　　　 　　　　　４回目11:30「ホラシノブ」

　　　 参 加 費：100円

　　　 参加者数：641人（開催日数13日／一日平均49人／ 8/10以降、各日定員を40人→60人へ増員）

　　　 監修協力：山﨑仁也 (生物担当 )、中島トモ子氏、島袋美智子氏 (ふしぎな花倶楽部講師 )
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 　③　ふれたい博士の「小さなバーキづくり」

　　　 内　　容： 体験キット№17「いろいろな道具」から、竹で編んだ背の低いカゴの「バーキ」を実

物より1/4の大きさで竹の代わりにＰＰバンド（梱包用テープ）で作製した。

　　　 日　　時：10月～ 12月の毎週土曜日 (12/29休館 )

　　　 　　　　　１回目10:00 ／２回目10:45 ／３回目11:30

　　　 参 加 費：150円

　　　 参加者数：213人（開催日数12日／一日平均18人／各日定員30人）

       監修協力：大湾ゆかり (民俗担当 )／

　　　 　　　　　佐藤寛之 (沖縄国際大学非常勤講師 )

　④　ふれたい博士の「ティラジャーでコマあそび！」

　　　 内　　容： 体験キット№15「イノー～海の食料庫～」から、沖縄で食用として親しまれてきた

「ティラジャー」と呼ばれる「マガキガイ」の貝殻で昔ながらの玩具、貝独楽を作製

してコマあそびをした。

　　　 日　　時：１月～３月の毎週土曜日

　　　 　　　　　１回目10:00 ／２回目10:30 ／３回目11:00 ／４回目11:30

　　　 参 加 費：100円

　　　 参加者数：171人（開催日数13日／一日平均13人／各日定員40人））

　　　 監修協力：上運天研成氏 (おもちゃの会ピノキオ会長 )

 （2）ふれあい体験室ワークショップ特別編

 　 　毎週土曜日に定期開催しているふれあい体験室ワークショップが、臨時的に開催の申し入れがあっ

た団体へ向け、ワークショップを行った。通常の開催に参加したことのない人々へも広く普及を図

り、郷土玩具への関心を高められる機会となった。(主催：文化の杜共同企業体 )

　①　マリア保育園のみんなとふれあい体験室ワークショップ

　　　 内　　容：アダン葉細工の「星コロ」をカラフルな色画用紙

　　　　　　　　 で作製した。

　　　 日　　時：７月19日（金）9：30 ～ 10：00

　　　 場　　所：当館ふれあい体験室前エントランスホール

　　　 対　　象：マリア保育園５～６歳児 (那覇市安里３-７-１)

　　　 参 加 費：100円

　　　 参加者数：10人

　②　城北幼稚園のみんなとふれあい体験室ワークショップ

　　　 内　　容：アダン葉細工の「星コロ」と「ハブグヮー」をカラフルな画用紙や

　　　 　　　　　ソフトテープで作製した。

　　　 日　　時：８月８日（木）10:00〜11：30

　　　 場　　所：那覇市立城北幼稚園 (沖縄県那覇市首里石嶺１-162)

　　　 対　　象：同園ＰＴＡ主催の「夏休み幼稚園開放 Day」に参加する５～６才児親子

　　　 参 加 費：200円

　　　 参加者数：27組
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（渡部貴子）



－ 73 －－ 73 －

Ⅹ　ボランティア養成事業

１　沖縄県立博物館・美術館 博物館ボランティア活動実施要項　　　平成 20年 2月 13日
館長決済

(趣旨)
第１条　沖縄県立博物館・美術館は、博物館が行う教育普及活動または研究資料の収集・整理・

充実を図るため、その活動の補助員としてボランティア（以下 ｢ 博物館ボランティア」

という。）を置くことができる。

(博物館ボランティアの活動)
第２条　博物館ボランティアは、次の各号に掲げる活動を行う。

　　　　⑴  展示解説、文化講座、体験学習教室、ふれあい体験室、相談室における対応等の教

育普及活動全般にわたる補助的活動。

　　　　⑵  調査研究等を推進するために必要な資料の収集に関し、専門知識を生かした補助的

な活動。

(登録等)
第３条　博物館ボランティアの登録は、博物館ボランティア講座の修了者、沖縄博物館友の会

の会員、博物館ボランティア活動を希望する者で、登録票 ( 第１号様式 ) により申請

のあった者の中から、沖縄県立博物館・美術館館長 ( 以下「館長」という。) が審査の

うえ適当と認められる者について、登録簿

　　　　(第２様式 )へ登載を行う。

　　２　館長は登録を受けた博物館ボランティアに対し、博物館ボランティア登録証 ( 第３号

様式 )を交付する。

　　３　登録期間は、登録した日の属する年度の末日までとする。但し、当該博物館ボランテ

ィアが希望する場合は審査のうえ登録を更新することができる。

　　４　館長は博物館ボランティア登録者に博物館の名誉を傷つける等の行為があった場合

は、登録を取消すことができる。

(研修 )
第 4条　 館長は博物館ボランティアの活動が効果的にすすめられるよう、随時研修会を開催す

る。

(ボランティア室の設置 )

第５条　館長は博物館ボランティア活動の連絡及び相互交流の場として、ボランティア室を設

置する。

(庶務等 )
第 6条　博物館ボランティアの登録は、博物館教育普及担当において処理する。

　　　　　2　 博物館ボランティア活動の連絡調整は、博物館教育普及担当と沖縄博物館友の会におい

て処理する。

(雑則)
　　　第 7条　 この要項に定めるもののほか博物館ボランティア活動の実施に必要な事項は、館長が

別に定める。

 付則

　この要項は、平成５年７月１日から実施する。

　この要項は、平成12年８月１日から実施する。

　この要項は、平成20年２月13日から実施する。
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☆ ボランティアスキルアップ研修の様子

スキルアップ研修開会式の様子 着衣（クバンヌー、アダン葉サバ、クバガサ）の解説

ターグ（運搬）の解説 洗濯（洗濯板、ターレー）の解説

運搬に関する道具（オーダー、かつぎ棒）の解説 民具体験の流れを確認
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　　　　スキルアップ研修開会式の様子　　　　  着衣（クバンヌー、アダン葉サバ、クバガサ）の解説

　　　　　　ターグ（運搬）の解説 　　　　　　　　　　　 洗濯（洗濯板、ターレー）の解説

運搬に関する道具（オーダー、かつぎ棒）の解説　　　　　　　  民具体験の流れを確認



☆ ボランティアスキルアップ研修の様子

バーキ（運搬）、ガンシナ、ティールの解説

ターグの解説 展示解説の様子（畑）

展示解説の様子（田） 展示解説の様子（海）

☆ ボランティアスキルアップ研修の様子

バーキ（運搬）、ガンシナ、ティールの解説

ターグの解説 展示解説の様子（畑）

展示解説の様子（田） 展示解説の様子（海）
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バーキ（運搬）、ガンシナ、ティールの解説

　　　　　　　　ターグの解説                            　　展示解説の様子（畑）

　　　　　　　展示解説の様子（田）                       　　　展示解説の様子（海）
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☆第１回
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　　　　　　　　　開講式の様子　　　　　　　　　　　　　　　担当学芸員による解説（歴史）

　　　　　担当学芸員による解説（歴史）　　　　　　　　  担当学芸員による解説（歴史）

　　　　　担当学芸員による解説（民俗）　　　　　　　　　 担当学芸員による解説（美工）



 

     担

     担

担当学芸員に

担当学芸員に

グループでの

による解説

による解説

の講評と寸評

（考古）  
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評の様子  

   
     

   
     

   
     

  担当学
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様子 

様子  
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　　　　　 担当学芸員による解説（考古）　　　　　　　　　　　担当学芸員による解説（生物）

　　　　　担当学芸員による解説（地学）　　　　　　　　　グループでの講評と寸評の様子

　　　　グループでの講評と寸評の様子　　　　　　　　　　グループでの講評と寸評の様子　



↓裏面も記入    ○提出先＝博物館教育普及へ  ○提出前に各自で控えをお取り下さい 

〈平成 25 年度〉沖縄県立博物館・美術館 博物館ボランティア登録申請書〈1 年更新〉 

① ～⑭までもれなく記入して下さい。     登録申請日 2013 年  月  日 
 ふ り が な   

 

＊写 真 
 

現在登録中の画像を 

変更したい方は、 

申し出てください。 

① 氏      名  
② 会 員 番 号  

職業＊(現役者のみ)  

④ 生 年 月 日 19(   )年／昭和（  ）年（   ）月（  ）日 

 ふ り が な  

⑤ 住     所 〒 

⑥ 連絡先  自宅   携 帯  

 *職場(現役者のみ)  *メール
 

    ⇒当てはまる□に ☑ を入れてください。 

⑦健康状態 *複数可 

□良好 

□体調にムラがある 

□通院している 

□他（     ） 

⑧来館手段   *複数回答可 

□徒歩   □自家用車   □タクシー 

□バス   □モノレール   

□他（ 

 

⑨館までの所要時間 

およそ（    ）分 

年 月 ⑩   職    歴 

   

⑪     どんな免許や資格がありますか 
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↓裏面も記入    ○提出先＝博物館教育普及へ  ○提出前に各自で控えをお取り下さい 

 

⑫活動曜日 

と 

  所属曜日 

活動可能な曜日 ＊活動は、所属曜日班にしばられません
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

。 複数回答可。 

□火曜  □水曜  □木曜  □金曜  □土曜  □日曜 

希望する所属曜日班＝（    ）曜日班＝(情報や連絡を共有します)   

＊必ずいずれかの曜日
・ ・

班
・

に属し、毎月の曜日
・ ・

班
・

会議
・ ・

に出席ください。 

⑬活動可能

な時間帯 

（   ）時ごろ～（   ）時ごろ 

理由があれば（                           ）

 
 

 

⑭ 活動してみたい内容（当てはまる□1～10 に ☑ を入れてください。複数回答可）

・活動の募集は ボランティア室に掲示する“チラシ”で呼びかけます  

・「6」は ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ室内の ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞへ 自身で名前「マグネット版氏名」を表示します 

 

□ 1 [学校団体]展示解説ガイド  （小･中･高･特別支援諸学校の各教科の学習に対応４月～３月）

①離島等の小規模校対応 ②先生の要望に応じた解説 ＊一般来館者対象のガイドは検討中

★小学校３年社会科民具体験学習（８月～３月） 

□ 2 民具解説 Ｂ  

□ 3 民具体験サポート Ｃ  

□ 4 民具体験学習での展示解説 Ｅ  

□ 5 誘導ボランティア（小･中･高･特別支援諸学校の各教科の学習に対応４月～３月） 

□ 6 ふれあい体験室の支援（４月～３月） 

□ 7 体験学習教室の支援（博物館・美術館行事案内パンフレット参照） 

□ 8 資料整理活動（４月～３月）＊新聞スクラップ,発送手伝い,ボランティア室の整美等

□ *9 けんぱくキット(稼動)支援（ちむどんどん紙芝居担当等）*検討中 

□ *10 他—提案する活動があれば（                        ）

□ 曜日班(正‣副)世話係 □ 勉強会(正‣副)世話係 *会で協議してください 

★要望や意見がありましたらご記入ください 
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平成25年度博物館ボランティア　登録証交付式 　　　　2013．4．26　教育普及担当：金城

1 趣旨

・博物館ボランティアの継続にあたり、運営面で更改された事項を確認する。

・博物館登録証を交付し、今後の活動の予定等を連絡し、活動を促す。

2 日時

平成24年4月26日（金）　　14時00分～14時30分

3 場所 正　面

博物館 講座室

ボランティア員

4 　　　＊曜日班ごとに着席

・学芸員

5 式順 司会　久田　千春

（１）　登録証 交付 嵩原　安伸 副館長

（２）　副館長あいさつ 嵩原　安伸 副館長

（３）　学芸員(博物館職員)紹介 久場　政彦 博物館班長

（４）　文化の杜共同企業体代表あいさつ 平良　知二 代表

（５）　文化の杜職員紹介 平良 知二 代表

登録証交付式終了後　ボランティア員全体会 　　　　　14時30分～17時

1

2

○博物館ボランティアのてびき』　読み合わせ 

3 質疑応答  （１０分） 　

4
　　（自己紹介、世話係選任、年間活動計画案など）

5

6

7 事務連絡 （10分） 　

　　入　口

 司会

・副館長・代表・班長

参加者
博物館副館長、博物館班長、
博物館各学芸員、
（継続）ボランティア員

受
付

勉強会からの報告（10分）

　　　　参加対象者 ： 教育普及担当、ボランティア員
　　 　　進行：久田　千春

IPM(Integrated Pest Management)について14:30～15:00  （30分） 　仲里　健（博物館主任学芸員）

本年度のボランティア活動について          15:10～15:40　（30分）　 金城　久枝（博物館教育普及担当）

曜日班別グループ ミーティング（25分）　15:50～

各曜日班発表（18分）

－ 92 －－ 92 －



－ 93 －－ 93 －



－ 94 －－ 94 －



－ 95 －－ 95 －



－ 96 －－ 96 －



－ 97 －－ 97 －



－ 98 －－ 98 －



－ 99 －－ 99 －

 

�
1 

�

 

2 



－ 100 －－ 100 －

�  

11
6

22
 

5/
26

6/
8

6/
22

3
10

12
 

 

 

○○
○

(
)

 

�  



－ 101 －－ 101 －

 

6
4

3

11

 

�  

1 

        

�
2 



－ 102 －－ 102 －

 7
12

 
3

1
5 16

m

�  

1 

5
25

 
10

 

 

 

  

        

�
2 

 

 



－ 103 －－ 103 －

 
9

8
10

(
)

 

�  

  

�
1 



－ 104 －－ 104 －

    
9/

21

 

 

  

�  

2 

 
11

/2
9

11
/3

0
 

  
 

11
/2

5
13

:2
0

 

10
/1

8
3

4

 
26

  

�

  

 

 



－ 105 －－ 105 －

 
12

/1
6

13
:2

0
 

12
/1

8
10

:0
0

12
:0

0 

 

�  

            
   

       
 

   

    

 

�
1 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 



－ 106 －－ 106 －

20
10

 
 

 
 

1

�  

2 

      

  

 

 

 
      

�

 

 
 

 

 

G
O

G
O

!!
 



－ 107 －－ 107 －

   

 
   

�

 



－ 108 －－ 108 －



移動展開催準備・当日の様子

01  展示作業風景

03  学芸員による解説

05  紙芝居ちむどんどん

07  歴史民俗資料館　学芸員解説の様子

02  開会式テープカット

04  骨ぬり絵

06  骨スーツ

08  講演会の様子
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２　沖縄県立博物館・美術館のフリーパス

　沖縄県立博物館・美術館では、県内の小中学生が博物館・美術館を知る機会とし、また、同館を身近

に感じてもらい、何度も足を運んで欲しいとする目的で「沖縄県立博物館・美術館フリーパス」の印刷・

作成を小・中学校に依頼している。

　表紙は沖縄の自然、歴史、文化に関する図案を基本とするが、自らデザインした図柄でもよい。裏面に

はマス目があり、来館の際にスタンプが押印できる形になっていて、学校で印刷した上で、裏面に校長

印を押印し、来館時に総合案内に提出する。

　利用の対象は、県内の小・中学生で、学校の授業の一環、または個人での来館の際に持参して利用す

る。スタンプの押印数については、遠隔地や離島などの学校の生徒にはスタンプの数を調整するなどとし

て、配慮を行っている。

　平成22年度から、ゴールした児童生徒には、情報センターにおいて名前入りの「フリーパス終了証」

と記念品（オリジナルクリアファイルと消しゴム）をプレゼントしている。今年度の対象者は０名。

（大濵萌子）

　【表紙】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【裏面】
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３　職場体験

　今年度も文化の杜が職場体験およびインターンシップ、ジョブシャドーイング等の窓口となり、６校

12名を受け入れた。基本的な体験内容はもぎりやミュージアムショップ、ふれあい体験室での接客業務で

ある。今年度はそれに加え、アンケート集計やリーフレット在庫管理などの事務作業も取り入れ、多様な

業務を体験できるように、業務内容の幅を広げた。

体験内容： もぎり（入場券の確認）、ふれあい体験室（ワークショップの準備）、ミュージアムショップ

（接客、商品の管理）、アンケート集計（アンケートの打込み、データ作成）

受け入れ校：６校12名（小学校１校、中学校２校、高等学校３校）

①　那覇市立安岡中学校（２名）８月28日～ 30日（３日）

②　那覇市立寄宮中学校（２名）９月４日～６日（３日）

③　沖縄県立那覇工業高等学校（２名）９月18日～ 20日（３日）

④　沖縄県立真和志高等学校（２名）10月２日～４日（３日）

⑤　沖縄県立豊見城南高等学校（１名）10月23日～ 25日（３日）

⑥　 グッジョブおきなわ推進事業局実施（ケイオーパートナーズ：沖縄県委託事業）「ジョブシャドーイ

ング」

　　伊江村立西小学校（3名）11月14日（午前のみ）

⑦　専修学校インターナショナルデザインアカデミー（２名）2014年３月11日～ 12日（２日）

※ 「ジョブシャドウイング」は米国で定着している職業教育の一つであり、中学生や高校生が半日程

度、企業に赴いて従業員に密着し、職場での仕事ぶりを観察する、というものである。今回は、５名の

児童が、それぞれ博物館、美術館、文化の杜の職員に割り振られ、来館者対応や会議の場に同席した。

（文化の杜　島袋百恵）
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４　けんぱくキット貸出

　博物館の教育普及関係資料等を貸出しています。貸出可能な資料は、黒糖づくり、豆腐づくり、民具等

です。事前（一ヶ月前）に申請等の手続きが必要となり、貸出期間は一週間となります。無料で貸出して

おりますので積極的に活用してください。資料の詳細についてはお問い合わせください。

　平成25年度  けんぱくキット貸出一覧

利用者名 利用目的 貸出期間 資料名

1
琉球大学教育学部付属
小学校

骨のつくりの理解を図るため ７月11日～７月19日 骨スーツ

2
鳥取県立氷ノ山自然ふ
れあい館

骨スーツを着て色々な動物の
骨格標本の真似をしたり、記
念写真を撮ったりして骨への
理解を深めてもらう。

７月22日～９月10日 骨スーツ

3 城北幼稚園
親子で沖縄の歴史・文化を民
具体験をとおして親しむ。

８月７日～８月８日
ちむドンドン・
むかしむん

4 那覇市立大道小学校 社会科授業のための体験活動 2014年２月19日～２月26日 むかしむん

5 浦添市立前田小学校

古い道具と今の道具の違い
と、暮らしの変化から、より
よい暮らしを願う人々の努力
と工夫を知る。

2014年２月７日～２月14日 むかしむん

6 那覇市立松川小学校 社会科授業のための体験活動 2014年３月４日～３月11日 むかしむん

7 那覇市立松川小学校 社会科授業のための体験活動 2014年３月11日～３月18日 洗濯ゴシゴシ

洗濯キット

むかしむん

ちむドンドン 骨スーツ

洗濯キット

むかしむん

ちむドンドン 骨スーツ

洗濯キット

むかしむん

ちむドンドン 骨スーツ

洗濯キット

むかしむん

ちむドンドン 骨スーツ

洗濯キット

むかしむん

骨スーツ

ちむドンドン
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５　ボランティアによる展示ガイド

　博物館ボランティア内の民俗班と歴史班は、来館者サービスの向上と自己研鑽を目的に、平成22年度

から展示ガイドマニュアルを作成し、月１回開催される勉強会の中で、担当学芸員と一緒に勉強会や来

館者を見据えたトレーニングを重ねている。また、今年度は歴史班のマニュアルを参考一般・修学旅行団

体を対象とした「総合展示部門専属ボランティアガイド」養成講座（11月～１月全８回講座）を行い、

総勢25人のボランティアが登録した。次年度本格実施に向けてトレーニングを重ねると同時に、試験実施

として、２団体206人を受け入れた。

　民俗班は昨年度から本格的に、沖縄県内の離島をはじめとする小規模校（20名以下）の子どもたちを

対象とした展示ガイドを実施している。来館当日は、文化の杜スタッフが引率教員と担当ボランティアと

の引き合わせをするが、＜教員との打ち合わせ～オリエンテーション～展示ガイド～まとめ＞までボラ

ンティアが先導して行っている。５月～２月の間に合計14校222人を受け入れた。

　広報については、現在のところホームページ掲載のみの為、団体受付時の情報センタースタッフによ

る案内がきっかけとなり、申し込みをするケースが主であった。また、少数ではあったが旅行会社の添乗

員による口コミ効果もあり、今後希望校が増えることが期待できる。

　今後の課題としては、民俗班による離島小規模校を継続して対応校を増やすことと、一般・修学旅行

団体を対象としたガイドの実施を積極的に行うことがあげられる。そして、それぞれにおいて共通する課

題では、対象に合わせた言葉の選び方、発問の仕方に関する研究・実践があげられる。自立したボランテ

ィアを育成する上でモデルとなるケースであることからも、今後も学芸員や教育普及スタッフのサポー

トが求められている。

（大濵萌子）

(1) 民俗ガイド実施内容

　①実施日：開館日の9:00 ～ 16:00  ②所用時間：15分～ 30分

　③対　象：県内の離島をはじめとする20人以下の小学校・中学校・高等学校

　④受付方法：

　　a「沖縄県立博物館・美術館  博物館団体受付申込書」に必要事項を記入の上、ＦＡＸで送信。

　　　（ＦＡＸを送信しただけで、予約は完了ではありません）

　　b  その後、受け入れの有無、内容の確認をするため、担当者からご連絡差し上げます。

　　※見学をする2週間前までの予約が必要です。（先着順）

　　※ただし、館運営の都合やボランティアの都合等により、ご希望に添えない場合もあります。

　⑤参加費：無料

　⑥内　容：３種類のメニューから選んでください。

　　Ａコース【15分】「海とのかかわりを学びたい子どもたちへ」

　　　 エントランスで挨拶→ボランティアの紹介と見学マナーの案内→博物館常設展示室＜ウミのワ

ザ、沖縄の住まいと衣食、年中行事と魔よけ＞

　　Ｂコース【15分】「昔の道具を学びたい子どもたちへ（田畑仕事を中心に）」

　　　 エントランスで挨拶→ボランティアの紹介と見学マナーの案内→博物館常設展示室＜アギのワ

ザ、くらしに生きる自然素材、沖縄の住まいと衣食）

　　　 アギとは…ウミに対して、陸地を意味する方言、限られた土地を上手に利用して田畑をこしらえ

ました。さまざまな仕事で使う道具にも人々の知恵と工夫をみることができます。

　　Ｃコース【30分】「民俗分野全体を学びたい子どもたちへ」

　　　 エントランスで挨拶→ボランティアの紹介と見学マナーの案内→博物館常設展示室（村落をとり

まく世界→御嶽と神人→訪ね来る神々→人の一生→ウミのワザ→アギのワザ→くらしに生きる自

然素材→沖縄の住まいと衣食→年中行事と魔よけ→祭り→行事の現在→変わりゆく風景）

　※メニューを基準に、内容の組み換えは可能です。

　※ 現時点で、民俗分野以外の解説はできませんが、他の分野の展示物の見どころをお話しすることは

可能です。（ただし、解説ではなく、展示物名を紹介する程度です。ご了承ください）
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(2) 総合展示部門解説ガイド実施内容
　①実施日：開館日の9:00 ～ 16:00  ②所用時間：30分～ 60分　
　③対　象：県内外の一般・修学旅行団体
　④受付方法：
　　a「沖縄県立博物館・美術館  博物館団体受付申込書」に必要事項を記入の上、ＦＡＸで送信。
　　　（ＦＡＸを送信しただけで、予約は完了ではありません）
　　b  その後、受け入れの有無、内容の確認をするため、担当者からご連絡差し上げます。
　　※見学をする2週間前までの予約が必要です。（先着順）
　　※ただし、館運営の都合やボランティアの都合等により、ご希望に添えない場合もあります。
　⑤参加費：無料
　⑥内　容：３種類のメニューから選んでください。
　　Ａコース【30分】「総合展示部門：10 ～ 100人以内」
　　　 エントランスで挨拶→ボランティアの紹介と見学マナーの案内→博物館常設展総合展示部門＜琉

球王国の成立、旧首里城正殿鐘、進貢船、琉球王国の衰亡、米軍車両とナンバープレート＞

　　Ｂコース【30分】「民俗部門：10 ～ 100人以内」
　　　 エントランスで挨拶→ボランティアの紹介と見学マナーの案内→博物館常設展示室＜アギのワ

ザ、くらしに生きる自然素材、沖縄の住まいと衣食）

　　Ｃコース【30分】「ジンブンボックス *： 100人以上」
　　　 エントランスで挨拶→ボランティアの紹介と見学マナーの案内→自由見学〈総合展示部門５ヶ

所、民俗部門２ヶ所にジンブンボックスを配置し、各箇所に置いて来場者へのガイドと質問対応
をおこなう〉

　　　*ジンブンボックス： 沖縄の方言でジンブンとは「知恵」を意味し、「知恵を伝える箱」として設
置する。今回のガイドでは、このボックスの前でボランティアが来場者に向
けた解説を行う。

■民俗班による県内小規模校ガイド

日　付 団　　体　　名
人　数

(引率込み )
生徒数

1 ５月８日 鏡が丘特別支援学校（ふれあい） 37 20

2 ５月14日 宮古島市立狩俣小学校 10 7

3 ５月30日 オキナワインターナショナルスクール 18 16

4 ６月７日 宮古島市立砂川小学校（ふれあい） 15 12

5 ６月７日 カトリック学園海星小学校 21 18

6 ６月14日 宮古島市立鏡原小学校 23 20

7 ６月21日 宮古島市立福嶺小学校 8 5

8 11月１日 与那国町立久部良小学校 9 6

9 11月１日 竹富町立波照間小学校 10 6

10 11月15日 金武両立中川小学校 13 9

11 11月23日 大平特別支援学校高等部　久米島高校分教室 8 4

12 12月6日 国頭村立奥小学校 22 14

13 12月12日 大宜味村立喜如嘉小学校 16 12

14 2月7日 八重山農林高校　熱帯園芸科 12 11

合　　　計 222 160

■一般・修学旅行団体対象　総合展示部門・民俗部門ガイド

1 ３月５日 自衛隊東京地方協力本部（大学生研修） 58 49

2 ３月６日 駿台学園高等学校 148 138

合　　　計 206 187
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６  企画展関連事業

①「海・山・川のおくりもの 目からウロコの大生き物展～生物多様性ホットスポット JAPAN」
　 　関連催事として、写真公募展や講演会をはじめ、文化講座1回（参照：Ⅳ 博物館文化講座）、学芸員
講座1回（参照：Ⅴ 学芸員講座）、体験学習教室1回 ( 参照：Ⅲ 体験学習教室 )、展示解説会 ( 参照：
Ⅵ 展示解説会 )を1回、を開催した。

写真公募「沖縄の生き物写真コンテスト」
　「沖縄の生き物写真コンテスト」と題し、一般県民より写真を公募した。教育普及は、その写真募集に
係る、チラシポスターの作成から6月までの応募受付までの業務を、文化の杜教育普及班と共同で請け負
った。締切までに応募のあった118点は、博物館3階の講堂側通路に設置のパネルに掲示した。また、写真
審査会を6月中旬に教育普及の運営で執り行うとともに、表彰式を開催した。
　【業務概要と取組み期間】
　募集要項作成、ちらし・ポスター制作：平成24年4月
　告          知：平成24年５月～
　写  真  受  付：平成24年６月１日～ 14日
　写真作品審査会：平成24年６月19日 ( 水 )13:00 ～ 16:00　博物館会議室にて
　表    彰    式：平成24年７月６日 (土 )11:00 ～ 12:00

講演会「みる！きく！さわる！博物館～五感で感じる生物多様性～」
【午前の部】
　日　時：７月28日（日）9:30 ～ 12：15
　場　所：実習室
　講　師： 西海功氏（国立科学博物館）、盛口満氏（沖縄大学）、保坂健太郎氏（国立科学博物館）、
　　　　　北里洋氏（海洋研究開発機構）、佐々木健志氏（琉球大学）
　参加者：111人（定員50人）
　参加費：無料
【午後の部】
　実施日：7月28日（日）13：00 ～ 16：00
　場　所：博物館講座室
　講　師：藤田喜久氏（琉球大学）、海老原淳氏（国立科学博物館）、太田英利氏（兵庫県立大学）、
　　　　　藤倉克則氏（海洋研究開発機構 )、佐藤矩行氏（沖縄科学技術大学院大学）、
　　　　　藤田祐樹（沖縄県立博物館・美術館）
　参加者：45人（定員80人）
　参加費：無料
　 　午前の部では実際に見て・触って体験する実習コーナーではく製や虫などを観察し、午後は、他分
野の研究者による講演会を開催した。



－ 116 －－ 116 －

野外観察会「夏だ！海だ！生き物だ！サンゴ岩礁の生き物観察」
　日　時：８月７日（水）11：00 ～ 15：00
　場　所：糸満市大渡海岸
　講　師：濱口寿夫（教育庁文化財課 班長）、山﨑仁也（生物担当学芸員）
　参加者：39人（定員40人）
　参加費：100円（保険代 /当日徴収）

　「サンゴ礁」は沖縄をささえる最も大切な生態系であることを伝えるために、本島南部で最大級といわ
れる糸満大度海岸のイノーを探検した。当日は、天気にも恵まれ、多くの海の生物を観察することができ
た。参加者は、講師の話を聞きながら目の前にいる生物の置かれている状況やその生態を学んだ。

配布資料　スタンプラリー
　配布期間：会期中随時  配布場所：展示室入口
　配布枚数：20,000枚
　制 作 者：山崎仁也（美術館班）、町田恵美（文化の杜）、大城彩香（デザイナー）

　子どもたちに展示をじっくり見てほしいという思いから、展示室内にスタンプを設置しスタンプラリ
ーを楽しむ仕掛けを作った。全てのスタンプを集めた参加者には、ヤンバルクイナのファイルをはじめと
する自然保護グッズをプレゼントした。
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②「三線のチカラ展」
　関連催事として、文化講座２回（参照：Ⅳ 博物館文化講座）、学芸員講座1回（参照：Ⅴ 学芸員講
座）、展示解説会 (参照：Ⅵ 展示解説会 )を1回開催した。

配布資料「三線クイズ」
　配布期間：会期中随時  配布場所：展示室入口
　配布枚数：5,000枚
　監修・作成：園原謙（美術工芸担当学芸員）

　本展覧会では、楽器としての三線の魅力に迫るため「三線の音色聞き比べ体験クイズ！」を作成した。
シートは、スクラッチ形式で質問には、絹糸とナイロン糸の違いや古い文化財の音色を当てるクイズの
他、文化財として指定されている６種類の三線の音から参加者が好きな音色を見つける形式となってい
た。子どもから大人まで楽しめるシートとして活用した。



－ 118 －－ 118 －

７  常設展に関する取り組み

（1）博物館常設展見どころマップ「ここだけは見逃すな！」の活用
  博物館常設展の見学の手助けとして、平成23年度に作成した見どころマップ「ここだけは見逃すな！」
を引き続き常設展入口のラックに設置し、今年度は、13,300枚を配布した。また、英語版「ここだけは見
逃すな！」についても、1,000枚を配布した。

（2）正月企画「うまを探せ！」
　正月には昨年の「へび展」に引き続き「うま展」を開催した。博物館常設展示室内の全14箇所から新年
の干支である「ウマ」を見つけ出し、新年ならではの、いつもと違った視点で展示を楽しんでもらうこ
とを目的とした。
　期　間：2014年１月１日 (水 )～ 31日 ( 金 )
＜同時開催＞
　美術工芸部門展示室「天駆ける馬、福来たる」展
　期　間：2013年12月17日 ( 火 ) ～ 2014年３月30日 ( 日 )
　（美術工芸担当学芸員　園原謙、與那嶺一子）
　自然史部門展示室「ア ハッピー ニュー ウマ イヤー !!」展
　期　間：2014年１月１日 (水 )～ 31日 ( 金 )
　（生物担当学芸員　山﨑仁也）

（3）おきなわサンゴ礁ウィーク2014「サンゴでクイズ！博物館へサンサンＧＯＧＯ！！」
　沖縄県サンゴ礁保全推進協議会ならびに環境省、沖縄県環境生活部自然保護課が呼びかける「おきな
わサンゴ礁ウィーク2014」に呼応して、当館もサンゴにまつわるクイズ大会を開催した。
全部で５回戦の勝ち抜き戦クイズは、「○×クイズ」、「封筒クイズ」、「穴埋めクイズ」や「論述クイズ」
など、大人から子どもまで多くの参加者に、日頃私たちが、いかにサンゴの恩恵を被って暮らしている
のかを考える機会とした。決勝戦はふれあい体験室の体験キット「立体サンゴパズル」の組み立て競争を
行い、優勝者は、敗者復活戦「サンゴアートに挑戦！」から勝ち抜いた親子に決まった。優勝、準優勝チ
ームには、賞状と福袋を贈呈した。
　日　　時：３月２日 (日 ) 14：00 ～ 15：30
　場　　所：１ 階エントランスホール
　受　　付：当日先着順　＊9:00 ～総合案内にて受付
　参 加 費：無料
　参加者数：28組77人 ( 定員50組／ 3人１ チーム )
　出 題 者： 山﨑仁也 (当館生物担当学芸員 )、司会進行：渡部貴子 (文化の杜 )、機材担当：久田千春
　　　　　　（教育普及担当嘱託員）、会場整理：大濵萌子 (文化の杜 )、博物館ボランティア5人

（渡部　貴子）

博物館へ博物館へ博物館へ
サンゴでクイズ！サンゴでクイズ！サンゴでクイズ！

３/２(日 )
14：00 ～ 15：30

当日先着５０組
(3 人 1チーム）

←アバサンゴも

やってくる！

＊9:00 ～総合案内にて受付
開始 15分前に集合

　３月５日はサンゴの日！沖縄に暮らすわたしたちは、日頃
サンゴの恩恵をどれだけ受けているのかな？クイズ大会に参加
して、サンゴのことを考えてみよう！ふれあい体験室の体験
キットなども利用しながら、楽しく学べるクイズだよ。
優勝、準優勝チームには、おたのしみ賞品もあるよ☆

参加無料
＜集合場所＞

沖縄県立博物館・美術館
1階エントランスホール

＜集合場所＞
沖縄県立博物館・美術館
1階エントランスホール

主催：沖縄県立博物館・美術館／沖縄県サンゴ礁保全推進協議会
〒900-0006 沖縄県那覇市おもろまち 3-1-1　www.museums.pref.okinawa.jp　TEL.098-941-8200
[ 開館時間 ]：9：00～18：00(金・土は20：00まで)　[ 休館日 ]毎週月曜日(月曜日が祝日の時は、翌平日)、館内消毒の為2/11(火)

←アバサンゴも

×
全部で 5回戦！

環境保護に関するクイズに答えて
めざせ表彰式！

問題の入った封筒を

隠しているので、

探して答えてね！
お題に対し、チームで

相談し答えよう！

3 人が相談しないで

クイズの 3 つの空欄を

埋めれるか !?
3 分の制限時間内に何個組み上げられる ??
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８　新聞・雑誌等掲載一覧

博物館で開催した催事に関する新聞や雑誌における掲載は下記の通りである。

１．新聞掲載

２．雑誌掲載

〇講座・展示解説会

　沖縄タイムス ６月２日（日） ワラビー面 学芸員講座「目からウロコの大生き物展！～生き物よもやま話～」

　沖縄タイムス ９月23日（月） 情報面 文化講座「九州国立博物館におけるボランティア活動の実際」

〇企画展関連

　琉球新報 ２月26日（水） 文化面 「サキタリ洞遺跡発掘調査速報展 ｣関連　展示解説会

〇博物館ボランティア募集

　沖縄タイムス ４月30日（月） 情報面 「ふれあい体験室専属ボランティア募集」

○体験学習教室

　沖縄タイムス ７月21日（日） ひとまち面 博物館体験学習教室「カエルの解剖と骨格標本づくり」

「おきなわいちば　42号」 ６月５日（水）発行
へいほーおきいち
わーくしょっぷ

ふれあい体験室ワークショップ
「ふれたい博士のてづくりおも
ちゃ」

発行：光文堂コミュニケーションズ株式会社

「うちな uchina 4号」 11月25日（月）発行 CALEND OKINAWA

文化講座「きからじとジーファ
ー」
ふれあい体験室ワークショップ
「ふれたい博士の小さなバーキ
づくり」

発行：株式会社沖縄教販

「たいようのえくぼポケット　３号」 ２月14日 ( 金 ) 発行
ぷらぷらＰＯＫＥＴ 
新都心エリア編

ふれあい体験室ワークショップ
「ふれたい博士のティラジャー
でコマあそび！」

発行：ＮＰＯたいようのえくぼ



－ 120 －－ 120 －

９　印刷物一覧

タイトル 規格 デザイン 印刷 部数

1 文化講座チラシ（12回）
A4

（片面カラー・片面モノクロ）
文化の杜共同企業体

館内手刷り／

イロドリ
各500

2 学芸員講座チラシ（全12回）
A4

（片面カラー・片面モノクロ）
文化の杜共同企業体

館内手刷り／

イロドリ
各500

3
夏休み！博物館学芸員教室チラシ 

（美術館「夏休み！子どもフェスタ2012」との共同制作）

A4

（両面カラー）

ソ・デザイン 

タナベユヘイ

印刷の通販

グラフィック
10,000

4
特別展関連事業「目からウロコの大生き物展」 

写真募集

A4

（両面モノクロ）
文化の杜共同企業体 館内手刷り 5,000

5

平成25年度 博物館企画展 

「三線のチカラ　―形の美と音の妙―」

三線の音色聞き比べ　体験クイズ！

B6

（片面カラー・片面モノクロ）
沖縄県立博物館・美術館 文進印刷 5,000

6
ふれあい体験室ワークシート

「港川人研究所　港川人 VS 現代人」

A4

（両面モノクロ）
－ 館内手刷り 2,000

7
ふれあい体験室ワークシート

「土倉と遺物からわかること　黒曜石で切ってみよう」

A4

（両面モノクロ）
－ 館内手刷り 1,000

8
ふれあい体験室ワークシート

「いろいろな楽器①三線でチューリップを弾いてみよう」

A4

（両面モノクロ）
－ 館内手刷り 1,000

9
ふれあい体験室ワークシート

「いろいろな楽器②工工四で弾いてみよう」

A4

（片面モノクロ）
－ 館内手刷り 1,000

10
ふれあい体験室ワークシート

「島のかたち①古地図パズルのおまけ」

A4

（両面モノクロ）
－ 館内手刷り 500

11
ふれあい体験室ワークシート

「島のかたち②古地図絵本のおまけ」

A4

（両面モノクロ）
－ 館内手刷り 500

12
ふれあい体験室ワークシート

「島のかたち③古地図かるたのおまけ」

A4

（両面モノクロ）
－ 館内手刷り 500

13 ふれあい体験室体験のてびき「ふれたいシート」
A3

（両面カラー／変形）
宜壽次　美智 尚生堂 5,000

14 教育普及報告書 A4冊子
教育普及班

（県・文化の杜共同企業体）
企画印刷ハーツ 1,000

15 移動展　図録 A4冊子
教育普及班

（県・文化の杜共同企業体）
東洋企画印刷 800






